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がっこのがっこう いぶり学校（関連記事 28 ページ）

支度。いぶりがっこのはじまり。



市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

仙北市長選挙結果

田口知明

髙久昭二

当 6,750票

2,598票

区分 男 女 合計

有権者数 9,327 人 10,795 人 20,122 人

投票者数 4,533 人 5,273 人 9,806 人

投票率 48.60％ 48.85％ 48.73％

投票の状況
仙
北
市
長
選
挙

田
口
知
明
氏
が
2
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
仙
北
市
長
選
挙

が
10
月
12
日
告
示
、
10
月
19
日
投
開

票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
職
と
新
人
の
２
氏
が
立
候
補
し
、

現
職
の
田
口
知
明
氏
が
2
期
目
の
当

選
を
果
た
し
ま
し
た
。次

　
先
月
行
わ
れ
た
仙
北
市
長
選
挙

に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

再
び
市
長
に
お
選
び
い
た
だ
き
、

10
月
30
日
よ
り
私
の
２
期
目
の
市

政
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
１
期
目
の
４
年
間
は
、
市
民
の

幸
福
度
全
国
N
O
・
1
の
仙
北

市
実
現
を
市
政
理
念
に
掲
げ
、
直

面
し
て
い
る
課
題
を
一
つ
で
も
改

善
、
解
決
す
る
べ
く
全
力
で
市
政

運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
固
定
資
産

税
の
課
税
誤
り
の
是
正
や
、
旧
市

立
角
館
総
合
病
院
や
中
町
庁
舎
の

解
体
、
角
館
上
野
庁
舎
の
整
備
推

進
、
保
育
料
と
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
の
完
全
無
償
化
を
実
現
し
ま

し
た
が
、
財
政
改
善
の
た
め
に
上

下
水
道
の
段
階
的
値
上
げ
や
、
仙

北
市
広
報
の
発
行
を
月
１
回
へ
の

削
減
お
よ
び
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
印

刷
か
ら
２
色
刷
り
へ
の
変
更
、
ま

た
各
種
補
助
金
や
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
痛

み
を
伴
う
改
革
も
覚
悟
を
持
っ
て

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

か
ら
の
問
題
提
起
や
ご
提
案
、
そ

し
て
議
案
を
ご
可
決
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
仙
北
市
役
所
全
職
員
の
皆

さ
ま
の
、
こ
の
４
年
間
の
市
政
運

営
へ
の
協
力
と
業
務
遂
行
の
た
め

の
努
力
に
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
な
け
れ
ば
、
市
政
運
営
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
衷
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
も
人
口
減
少
を
は
じ
め
、

こ
こ
数
年
の
急
激
な
出
生
数
減

少
に
よ
る
少
子
化
へ
の
対
策
や
、

待
っ
た
な
し
の
角
館
・
田
沢
湖
両

市
立
病
院
の
経
営
改
善
、
豪
雨
や

火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の

備
え
や
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

と
共
に
増
加
し
て
い
る
空
き
家
へ

の
対
応
強
化
、
よ
り
一
層
の
産
業

振
興
の
実
現
な
ど
、
仙
北
市
が
直

面
し
て
い
る
課
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
２
期
目
も
１
期
目
と

同
様
に
、「
逃
げ
な
い
」「
隠
さ
な

い
」「
噓
を
つ
か
な
い
」
と
い
う

市
長
と
し
て
の
決
意
を
も
っ
て
課

題
に
向
き
合
い
、
改
善
、
解
決
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
ど
う

か
市
民
の
皆
さ
ま
、
市
議
会
議
員

の
皆
さ
ま
、
市
職
員
の
皆
さ
ま
か

ら
の
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ご
指
導
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
幸
福
度
全
国
N
O
・

1
の
仙
北
市
と
い
う
目
的
地
へ
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
力
を
合

わ
せ
て
仙
北
丸
を
前
に
進
め
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

田 

口 

知 

明

再選後、初登庁の風景
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の
は
、
光
、
水
、
栄
養
塩
類
な
ど
で
す
。
ご
く

簡
単
に
い
え
ば
、
植
物
が
根
か
ら
水
と
一
緒
に

栄
養
分
を
吸
い
上
げ
、
葉
で
光
を
受
け
て
光
合

成
を
す
る
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
す
。

こ
の
視
点
で
、「
角
館
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
が

主
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
武
家
屋
敷
通
り
周
辺
を

見
て
み
る
と
、
は
っ
き
り
欠
け
て
い
る
も
の
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
か
ら
約
70
年
前

の
武
家
屋
敷
通
り
の
写
真
と
、
今
年
の
4
月
の

写
真
を
並
べ
て
載
せ
ま
し
た
。
モ
ノ
ク
ロ
な
の

で
わ
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
と

く
ら
べ
て
今
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
以
外
の
高
木
が

増
え
て
い
て
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
に
日
陰
を
作
っ

て
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
植
物
が
特
に

必
要
と
す
る
資
源
は
種
類
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
が
、
サ
ク
ラ
の
場
合
は
光
の
重
要
度
が
特
に

高
い
で
す
。
し
た
が
っ
て
、「
角
館
の
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
」
の
生
育
環
境
は
今
の
と
こ
ろ
望
ま
し

い
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
と

し
て
の
寿
命
を
全
う
す
る
く
ら
い
長
生
き
さ
せ

る
に
は
、
生
育
環
境
を
改
善
し
て
あ
げ
る
必
要

が
あ
り
そ
う
で
す
。
実
は
こ
の
問
題
は
す
で
に

深
刻
な
レ
ベ
ル
ま
で
進
ん
で
い
て
、
近
年
は
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
ほ
か
の
樹
木
の
枝
に
押
さ
れ
、

枝
張
り
が
狭
く
な
っ
た
り
、
も
は
や
枯
れ
か
け

と
い
う
個
体
す
ら
い
ま
す
。
健
全
に
成
長
で
き

て
い
な
け
れ
ば
、花
の
量
も
少
な
く
な
る
の
で
、

花
が
少
な
く
な
る
の
は
桜
に
と
っ
て
は
致
命
的

で
す
ね
。

　
も
ち
ろ
ん
、
課
題
が
あ
る
の
は
光
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
植
物
が
根
を
張
り
、
水
や
栄
養

分
を
吸
い
上
げ
る
に
は
、
適
度
に
軟
ら
か
く
、

水
は
け
の
よ
い
栄
養
の
あ
る
土
壌
で
あ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。
武
家
屋
敷
通
り
の
土
壌
を
見
る

　
仙
北
市
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
文
化

財
課
の
技
師
で
樹
木
医
の
板
橋
朋
洋
で
す
。
前

回(

広
報
10
月
号)

は
桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
管
理
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今

回
は
国
指
定
天
然
記
念
物
「
角
館
の
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
と
い
う
桜
の
種
類
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
エ

ド
ヒ
ガ
ン
と
い
う
野
生
種
の
中
で
、
枝
の
成
長

が
早
く
、
枝
が
垂
れ
る
特
徴
を
持
っ
た
品
種
で

す
。
花
の
色
は
白
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
品
種

改
良
の
過
程
で
紅
色
が
強
い
ベ
ニ
シ
ダ
レ
や
、

八
重
咲
の
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
野
生
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
も
病
気
に
強
く
平
均
寿
命
も

長
い
で
す
。
例
え
ば
、
有
名
な
福
島
県
三
春
町

の
三
春
滝
桜
は
、
樹
齢
１
０
０
０
年
を
超
え
て

い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
角
館
の

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
の
樹
齢
は
80
年
～
３
０
０
年

程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
寿
命
を
考
え

れ
ば
ま
だ
頑
張
っ
て
く
れ
そ
う
で
す
。し
か
し
、

寿
命
に
近
い
く
ら
い
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、

適
切
な
生
育
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
し
て
必
要
で
す
。「
角
館
の
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
」
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
少
し
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
適
切
な
生
育
環
境
に
つ
い
て
整
理
し

ま
す
。
植
物
が
健
全
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
必
要
で
す
。
代
表
的
な
も

角
館
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が

　
　
　
　
　
長
生
き
す
る
た
め
に

仙北市文化財課
樹木医　板橋朋洋

と
、
綺
麗
に
落
ち
葉
が
掃
か
れ
て
整
地
さ
れ
、

苔
む
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
庭
と
し

て
の
見
た
目
は
美
し
く
て
よ
い
の
で
す
が
、

土
が
比
較
的
固
く
湿
っ
て
い
る
環
境
で
あ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
庭
と
し
て
の

見
た
目
も
景
観
上
重
要
な
の
で
、
綺
麗
に
維

持
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
に
と
っ
て
必
ず
し
も
良
い
土
と
は
言
え
な

い
の
で
、
景
観
と
土
壌
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
説
明
で
、
実
は
「
角
館
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
の
生
育
環
境
が
必
ず
し
も
良

い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
文
化
財
課
で
は
、
こ
の
「
角

館
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
の
樹
勢
を
維
持
す
る

た
め
に
、
剪
定
や
病
害
虫
の
防
除
な
ど
の
日

常
管
理
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
や
り
方
で
は
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

個
々
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
状
態
を
よ
く
観
察
・

診
断
し
、
光
や
土
壌
環
境
の
改
善
に
よ
り
一

層
手
を
尽
く
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
「
角
館
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」

の
生
育
環
境
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
し

た
。
次
回
は
、
最
終
回
と
し
て
こ
れ
ま
で
の

連
載
を
ま
と
め
ま
す
。

第
3
回

宮城県仙台市出身。
角館の桜の保存管理業務などを担当。

過去（1957 年 4 月）の武家屋敷通り現在（2025 年 4 月）の武家屋敷通り



仙北市役所仙北市役所 お 仕 事 紹 介 　住民のくらしを支え、地域の未来をつくる——市役所はさまざまな行政サービスを提供しています。戸籍・住民票の
手続きから、教育・福祉・まちづくり・環境・防災など。市役所の主な役割と現場で働く職員の取り組みを、分かりや
すくご紹介します。

　生保内公園や角館駅東公園などの都市公園と、西木町の
桧木内川河川公園などの点検や草刈など、環境を整備して
快適に利用できるよう維持管理しています。 
　都市計画は、安心して暮らせるまちを将来にわたってつ
くり続けるためのまちづくりの設計図です。住宅や商業施
設の配置、道路・公園などの公共施設の整備方針を定め、
土地の利用にルールを設けることで、無秩序な開発を防ぎ、
暮らしやすく魅力あるまちの実現を目指します。また、歴
史や景観を守ることや、観光資源の活用にもつながる重要
な取り組みです。 
　市民の皆さんの声を反映しながら、将来を見据えた持続
可能なまちづくりを進めています。

　都市計画は、すぐに成果が見えるものではありま
せんが、5 年後、10 年後のまちの姿に確実につな
がっていきます。 
　地域の魅力を活かしながら、暮らす人・訪れる人
のどちらにとっても心地よいまちを目指して、1 つ
ひとつの判断に責任をもって取り組んでいます。 
　子どもたちや市民の皆さんに楽しく遊んでいただ
けるように、公園などの見回りなどもしています。
　生保内公園と角館駅東公園には、子どもが遊べる
遊具もありますが、より多くの皆さんが利用できる
ようにしていきたいと思います。
　市民の皆さんの意見や想いが、よりよい計画づく
りの力になるよう、これからも一緒にまちの未来を
つくっていきましょう。

　農務係は、市内農業の基盤を支える役割を担っていて、農
地の適正利用や圃場の維持管理、農業用施設の整備・管理に
関する事務を行うほか、家畜の品質の向上のための畜産の振
興や家畜の増殖に向けた飼養管理指導を行っています。
　そのほか、夏・秋には農業者が提出する計画書に記載され
ている作物が実際に作付けされているかを確認する転作確認
や家畜の病気・妊娠などを確認する農家巡回を行っています。
　また、地元の農産物や工芸品、特産物の販売をしたり、地
元の方々によるステージイベントが楽しめる「産業祭」を開
催し、地域の産業を活性化するための活動も行っています。

　市民生活に欠かせない「水」を安心かつ安定して供給するた
め、公共工事の発注や給水装置工事の審査、水圧試験などを行っ
ています。
　また、漏水や水の濁りなどのトラブル発生時には、迅速な現
場対応により、被害を防止しています。今年の夏に発生した大
雨災害の際は、断水した地域に給水タンクを数か所に設置し、
給水車で給水活動を行い、市民の皆さんに水を供給しました。
　そのほか、将来を見据えた施設整備計画や水道未普及地域で
の本管新設計画など、日々の業務を通じて快適な生活環境の維
持に努めています。

　どんな時でも「すぐに動く」ことを日々の業務
で心掛けています。漏水や水の濁りなどの連絡が
来た場合、まず現場に向かい状況を確認します。
不安そうにされている方に、現地で会ってお話す
るだけでも少し安心していただける場合がありま
す。
　市民の皆さんの生活を支える水をこれからも安
心して使っていただけるように、迅速で丁寧な対
応を心掛けています。

　林務係は山林に関する業務を担い、主に「林業」と「鳥獣対策」
の 2 分野に分かれます。林業では、森林整備計画の策定、事
業体からの伐採・植栽計画の受付、伐採に用いる林道整備を
通じて、山林の整備・活用・荒廃防止を進め、不正な伐採や
開発行為の調査・監視も行います。鳥獣対策では、保護に取
り組みつつ、野生鳥獣による農林産物や人畜への被害防止に
対応しています。クマなどの目撃通報を受けて、警察と連携
して出没情報を周知する、市街地に出没した鳥獣の追い払い
を行う、被害が発生した場合には猟師の皆さんと連携して被
害を発生させている鳥獣を捕獲するなどの対応を行います。

　私は主に鳥獣の対応を担当しています。野生鳥獣に
よる被害は年々増えていて、単に捕獲するだけでなく、
更なる被害を防ぐため対策方法の周知に努めています。
具体的には、遭遇を避けるため音を出して行動し、刈
り払いで見通しを良くすること、侵入を防ぐためガソ
リン・灯油や堆肥など強い匂いの物を撤去し、防護柵
や忌避剤を活用することなどです。各種広報でお知ら
せしていますが、訪問すると要因や対策を「初めて知っ
た」との声もまだ多く、今後も継続して周知し、鳥獣
対策の普及を進めていきます。

職 員 の 声職 員 の 声

農林商工部農業振興課農林商工部農業振興課

農務係 T さん（勤務1 年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

林務係 T さん（勤務8 年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

歩くたび笑顔があふれ、公園の緑歩くたび笑顔があふれ、公園の緑
に癒やされ、日常の道にも小さなに癒やされ、日常の道にも小さな
やすらぎを。そんなまちを目指しやすらぎを。そんなまちを目指し
ます!ます!

都市計画係 T さん（勤務23 年目）

建設部建設課建設部建設課

畜産農家さんのお宅を訪問し、さまざまな相談にのっています。

建設部上下水道課建設部上下水道課

迅速対応で、暮らしに安心を。迅速対応で、暮らしに安心を。
水の安全、私たちが支えます!水の安全、私たちが支えます!

工務係 T さん（勤務4 年目）

給水車に水を補充作業中。

　私は、畜産に関する業務を主に担当しています。畜
産農家の方が牛を購入する際に補助金を交付したり、
畜産農家の牛舎を獣医の先生と一緒に巡回し、牛に病
気などがないかの確認を行っています。また牛の大会
( 共進会 ) の運営や畜産農家で構成される組合で市外
の大規模畜産農家に視察研修に行くなど仙北市の家畜
の品質向上のための交流事業も行っています。
　外に出ての業務が多いなか、畜産の専門用語が多く
あり難しい面もありますが、農家さんとの交流やたく
さんの知識を得られることは、この仕事ならではのや
りがいです。

農林商工部農林整備課農林商工部農林整備課

角館駅東公園の遊具。点検は欠かせません。

箱わなを設置している場所には、危険ですの
で近づかないようお願いします。

実践できる対策をわかりやすく周知実践できる対策をわかりやすく周知
します！します！

生産者を支え、仙北市の農生産者を支え、仙北市の農
業振興に取り組んでいます!業振興に取り組んでいます!

55 20252025--1212広報せんぼく広報せんぼく 44Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations



66Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations77 20252025--1212広報せんぼく広報せんぼく

会計名 予算額 収入額 支出額

集中管理特別会計 42 億 3,429 万 2 千円 2 万 9 千円 19 億 5,846 万円

国保特別会計 ( 事業勘定 ) 26 億 5,536 万 1 千円 12 億 2,371 万 6 千円 9 億 6,365 万 7 千円

国保特別会計(神代診療施設勘定) 6,878 万 9 千円 898 万円 1,662 万 6 千円

後期高齢者医療特別会計 4 億 444 万 8 千円 1 億 4,354 万 3 千円 1 億 483 万 6 千円

介護保険特別会計 5 億 647 万 8 千円 1 億 3,227 万 8 千円 5,145 万 4 千円

生保内財産区特別会計 8,565 万 1 千円 7,859 万 6 千円 4,647 万 5 千円

田沢財産区特別会計 3,728 万 5 千円 1,591 万 9 千円 690 万 8 千円

雲沢財産区特別会計 526 万 3 千円 166 万 9 千円 29 万円

合計 79 億 9,756 万 7 千円 16 億 473 万円 31 億 4,870 万 6 千円

款
予算額

収入率
収入額

市税
26 億 8,891 万 2 千円

68.0%
18 億 2,924 万 3 千円

地方譲与税
3 億 465 万 2 千円

36.0%
1 億 973 万 7 千円

交付金
7 億 8,551 万 6 千円

57.1%
4 億 4,826 万 1 千円

地方交付税
87 億 2,824 万円

73.6%
64 億 2,224 万 1 千円

国庫支出金
22 億 3,488 万 6 千円

21.2%
4 億 7,458 万 7 千円

県支出金
11 億 7,814 万 2 千円

11.4%
1 億 3,407 万 6 千円

寄附金
27 億 834 万 1 千円

45.1%
12 億 2,047 万 2 千円

繰入金
36 億 5,459 万 8 千円

35.6%
13 億円

市債
34 億 4,020 万円

0%
0 円

その他
14 億 6,860 万 3 千円

45.1%
6 億 6,286 万 1 千円

合計
271億 9209 万円

46.3%
126 億147 万 8 千円

　仙北市財政状況の作成および公表に関する条例（平成
17年仙北市条例第43号）第2条の規定に基づき、令和7
年4月1日から令和7年9月30日までの期間における仙
北市の財政状況を次のとおり公表します。

款
予算額

支出率
支出額

議会費 1 億 5,596 万 1 千円 39.2％6,120 万 4 千円

総務費 90 億 9,741 万 4 千円 21.8%
19 億 8,258 万 3 千円

民生費 53 億 9,066 万 8 千円 35.0％18 億 8,922 万 8 千円

衛生費 29 億 6,012 万 7 千円 59.5%17 億 6,077 万 5 千円

労働費 7,485 万 5 千円 73.4%5,492 万 4 千円

農林
水産業費

10 億 8,717 万 4 千円 33.5%
3 億 6,446 万 8 千円

商工費 8 億 5,281 万 3 千円 53.6%4 億 5,705 万 2 千円

土木費 25 億 4,484 万 7 千円 32.3%8 億 2,296 万 6 千円

消防費 8 億 9,730 万 7 千円 57.9%5 億 1,917 万 5 千円

教育費 16 億 9,068 万 4 千円 15.7％2 億 6,503 万 9 千円

公債費 20 億 9,237 万 4 千円 50.1％10 億 4,874 万円

その他 3 億 4,786 万 6 千円 5.5%1,909 万 3 千円

合計 271億 9209 万円 34.0%92 億 4,524 万 7 千円

財政状況財政状況を
お知らせします

上半期上半期

▼ 歳 入

▶ 特別会計とは… 
　特定の事業を行う
場合や、特定の収入
を特別な支出にあて
るために、一般会計
と区別して経理して
いる会計です。

▶ 市税 
　市民税や固定資産税など

▶ 地方譲与税 
　国税として徴収し、地方公共
団体に対して譲与する税

▶ 交付金 
　国から地方公共団体に対して
交付されるお金（県税などを財
源として市町村へ交付されるお
金）

▶ 地方交付税 
　地域間の財政力格差を調整す
るために国から交付されるお金

▶ 国庫支出金 
　特定の事業に対し、国から交
付される補助金など

▶ 県支出金 
　特定の事業に対し、県から交
付される補助金など

▶ 寄附金 
　寄附でいただいたお金

▶ 繰入金 
　他の会計から繰り入れしたお金

▶ 市債 
　大きな事業を行うために借り
入れるお金

▶ その他 
　使用料および手数料や財産収
入など

　一般会計の執行状況 ▼ 歳 出

　特別会計の執行状況

用語解説用語解説

用語解説用語解説

仙北市財政課　☎43-1113問合せ

01

02

区分 市民税（個人） 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税
調定額（現年課税分） 8 億 5,278 万 2 千円 13 億 4,325 万 4 千円 9,484 万 2 千円 3 億 8,185 万 6 千円

納税義務者数 1 万 1,277 人 1 万 3,322 人 8,193 人 2,911 人

1 人当たりの税負担額 7 万 5,621 円 10 万 830 円 1 万 1,576 円 13 万 1,177 円

　住民の負担の状況

区分 期末現在高

土地
宅地 365 万 7,179㎡

山林 3,633 万 881㎡

その他 3,196 万 186㎡

建物 19 万 9,051㎡

有価証券 3 億 4,940 万 1 千円

出資金 1 億 4,429 万円

物品 1,924 台

債権 7 億 263 万 5 千円

基金 49 億 429 万 9 千円

　財産の状況

会計名 限度額 期末借入現在高

一般会計 50 億円

国保特別会計 ( 事業勘定 ) 1 億 3,000 万円

国保特別会計 (神代診療施設勘定) 2,000 万円

合計 51 億 5,000 万円

　一時借入金の現在高

会計名 前期末現在高
期中増減高（上期）

期末現在高
借入額 償還額

一般会計 208 億 8,609 万 2 千円 10 億 73 万 9 千円 198 億 8,535 万 3 千円

合計 208 億 8,609 万 2 千円 10 億 73 万 9 千円 198 億 8,535万 3 千円

　地方債の状況

会計名
収入（上段：収益的収入　下段：資本的収入） 支出（上段：収益的支出　下段：資本的支出）

予算額 収入額 収入率 予算額 支出額 支出率

病院事業会計
52 億 6,830 万 3 千円 24 億 1,129 万 4 千円 45.8% 53 億 7,825 万 7 千円 23 億 7,654 万 3 千円 44.2%

3 億 6,527 万 7 千円 3 億 1,957 万 1 千円 87.5% 6 億 2,423 万 9 千円 2 億 9,005 万 7 千円 46.5%

温泉事業会計
6,937 万 3 千円 1,620 万 3 千円 23.4% 8,020 万 3 千円 2,377 万 2 千円 29.6%

2,949 万 4 千円 2,999 万 2 千円 1,573 万 9 千円 52.5%

水道事業会計
5 億 9,875 万 7 千円 2 億 8,446 万 6 千円 47.5% 6 億 9,976 万 8 千円 2 億 7,535 万円 39.3%

3 億 276 万 9 千円 5 万円 0.0% 4 億 7,824 万 6 千円 1 億 5,547 万円 32.5%

下水道
事業会計

8 億 8,183 万 8 千円 5 億 9,123 万 2 千円 67.0% 9 億 2,128 万 3 千円 3 億 6,961 万 5 千円 40.1%

4 億 9,998 万円 2 億 4,202 万 4 千円 48.4% 6 億 5,640 万円 2 億 6,128 万 9 千円 39.8%

　公営事業の経理の概況

用
語
解
説

用
語
解
説

▶ 収益的収支とは…
　地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に
発生すると見込まれるすべての収益とそれに対応す
るすべての費用のことです。
　したがって、減価償却費のように現金支出を伴わ
ない支出についても費用に含まれます。

▶ 資本的収支とは…
　効果が次期以降におよび将来の収益に対応する
支出とその財源となる収入のことです。
　施設の整備や企業債の償還元金などの支出、こ
れに要する資金としての企業債収入なども資本的
収支に含まれます。
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　仙北市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例（平成17年仙北市条例第14号）の規定に基づき、
仙北市職員の給与や職員数の状況などについて公表
します。

■ 諸手当の状況（令和7年4月1日現在）
1 期末・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

支給割合
6月支給 1.250月 1.050月
12月支給 1.250月 1.050月

計 2.500月 2.100月

※職務の級により加算措置があります。

2 退職手当（令和7年4月1日現在）

区分 退職事由
自己都合 定年・応募認定

支給割合
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続30年 34.7355月分 40.80375月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分
1人当たり平均支給額 1,254万5千円

※ 1 人当たり平均支給額は、一般行政職の令和 6 年度の額です。

3 扶養手当・通勤手当・住居手当・管理職手当（令和7年4月1日現在）
手当名 区分 支給額

扶養手当

配偶者 3,000円
子1人につき 11,500円
それ以外の扶養親族1人につき 6,500円
16歳から 22歳までの子1人につき 5,000円加算

通勤手当
交通機関利用 支給限度額　

55,000円

自動車等利用 支給限度額　
31,600円

住居手当 借家・借間 支給限度額　
27,000円

管理職手当

部長級 35,000円
次長級 25,000円
課長級 20,000円
参事 17,000円

■ 特別職の報酬などの状況（令和7年4月1日現在）

区分 給料・報酬　月額 期末手当

給料
市長 850,000円 6月期  1.675月分

12月期  1.675月分

計    3.350月分
副市長 638,000円

報酬
議長 375,000円 6月期  1.650月分

12月期  1.650月分

計    3.300月分

副議長 328,000円

議員 312,000円

■ 職員の採用・退職の状況（令和6年4月1日～令和7年4月1日）

R6.4.1現在 退職者数 採用者数 R7.4.1現在
796人 51人 50人 795人

※採用者数は、令和6年4月2日から令和7年4月1日までです。

■ 部門別職員の状況と増減数

部門 職員数 増減数R6.4.1現在 R7.4.1現在
一般行政部門 287人 294人 7人

特別行政部門（教育） 56人 53人 ▲ 3人

公営企業等部門
（病院・水道など） 322人 318人 ▲ 4人

会計年度任用職員 131人 130人 ▲ 1人

計 796人 795人 ▲  1人

※会計年度任用職員はフルタイムのみの人数です。

 仙北市総務課　☎43-1111

■ 人件費の状況（令和6年度普通会計決算統計より）

住民基本台帳人口（R7.1.1現在） 22,859人

歳出額（A） 247億9,344万7千円

人件費（B） 36億309万8千円

人件費率（B/A） 14.5％

（参考）令和5年度の人件費率 14.9％

■ 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
（令和7年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42歳5月 314,397円 380,071円

技能労務職 47歳8月 281,644円 314,220円

※�「平均給料月額」とは、4 月 1 日現在における職種ごとの基本給の平均
です。

※�「平均給与月額」とは、給料月額と扶養手当、住居手当、時間外勤務手
当などの諸手当の合計額の平均です。

■ 職員の初任給の状況（令和7年4月1日現在）

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 221,562円 230,525円

高校卒 189,334円 200,815円

■ 一般行政職の級別職員数の状況（令和7年4月1日現在）

区分 標準的職務内容 職員数 構成比
7級 部長等 10人 4.1％

6級 次長等 13人 5.4％

5級 課長等 50人 20.7％

4級 課長補佐等 37人 15.4％

3級 係長、主査等 34人 14.1％

2級 主任等 44人 18.3％

1級 主事等 53人 22.0％

計 241人 100％

勤務成績の評定の概要
▶ 対象…すべての一般職の職員
▶ �評価者…直属の上司を 1次評価者、さらにその上司

を 2次評価者とする。
▶ 評価期間…

《能力評価》令和6年4月1日～令和7年3月31日
《業績評価》令和6年4月1日～令和7年3月31日

▶ �評価方法…能力評価および業績評価について、役職
段階別に評価要素を定め 5段階評価を行う。

の運営などの状況について
人事行政人事行政■ 勤務時間

1週間の正規
の勤務時間

1日の正規
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 １時間

※変則的な勤務を要しない職員の勤務時間などです。

■ 年次有給休暇の取得状況（令和6年1月1日～令和6年12月31日）

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
25,110日 8,706日 676人 12.9日 34.7％

■ 会計年度任用職員（フルタイム）（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

総付与日数 総取得日数 全対象職員数 平均取得日数 消化率
3,452日 1,261日 113人 11.2日 36.5％

■ 主な特別休暇
休暇の種類 内容

ボランティア休暇
自発的に、報酬を得ないで社会に貢献する特
定の活動を行う場合で、勤務しないことが相
当であるとき（5日以内）

結婚休暇 職員が結婚する場合（連続する 5日以内）

出産休暇 女性職員が出産する場合
（産前8週間および産後8週間）

配偶者出産休暇 妻の出産に伴い入院の付き添いなどをする場
合（2日以内）

家族看護等休暇
家族の看護、または家族が予防接種、健康診査
もしくは健康診断を受ける際に介助する場合な
ど（6日〈家族が 2人以上の場合は 12日〉以内）

服忌休暇 親族が死亡した場合など
（親族区分により定める日数。最高で 7日）

リフレッシュ休暇 心身の健康の維持・増進など
（連続する 5日以内）

■ 介護休暇、修学部分休業、高齢者部分休業の取得状況
（令和6年度）

介護休暇取得者数 修学部分休業取得者数 高齢者部分休業取得者数
0人 0人 0人

■ 育児休業の取得状況（令和6年度）

区分 育児休業 部分休業
取得者数取得可能者数 取得者数 取得率

男性職員 10人   6人 60.0％ 0人

女性職員 14人   13人 92.9％ 5人

計 24人 19人 79.2％ 5人

※�「取得可能者数」とは、令和 6 年度に新たに育児休業が取得可能となっ
た職員の人数です。

※�「取得者数」とは、令和 6 年度に新たに育児休業が取得可能となった職
員のうち、令和 6 年度に新たに育児休業を取得した職員の人数です。

※�「部分休業取得者数」とは、令和 6 年度に新たに部分休業を取得した職
員の人数です。

■ 自己啓発等休業、配偶者同行休業の取得状況（令和6年度）

自己啓発等休業取得者数 配偶者同行休業取得者数
0人 0人

■ 分限処分者数（令和6年度）
区分 降任 免職 休職 降格 計

勤務実績がよくない場合 － － － － －
心身の故障の場合 － － － － －
職に必要な的確性を欠く場合 － － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員が生じた場合 － － － － －
刑事事件に関し起訴された場合 － － － － －

計 － － － － －

研修名 実施機関 受講
職員数

新規採用職員研修 市長会（秋田県自治研修所） 20人
市町村職員一般研修

（職階別、実践文章力、政
策法務、クレーム対応など）

市長会、町村会、県・市町
村合同（秋田県自治研修所） 47人

政策実務系研修 全国市町村国際文化研究所
など 0人

市町村職員実務研修 秋田県企画振興部市町村課
など 6人

市独自研修 総務部総務課など 604人

その他一般研修 秋田県市町村振興協会など 72人

■ 健康診断の実績（令和6年度）

区分 受診職員数
定期健康診断 556人

人間ドック 232人

脳ドック   14人

■ 公務災害の発生状況（令和6年度）

区分 発生件数
傷病 死亡

公務災害 7件 0件
通勤災害 1件 0件

■ 再就職情報の届出
　課長級以上であった職員は、退職後2年間のうちに再就
職した場合、退職時の任命権者へ再就職情報の届出をしな
ければなりません。

■ 職員（課長級以上）の再就職の状況（令和7年4月1日現在）

退職者数（退職後2年以内） うち再就職者数
再任用職員 民間企業など

12人 7人 1人

■ 勤務条件に関する措置要求の状況　    …該当ありません。
■ 不利益処分に関する不服申立ての状況 …該当ありません。

（秋田県人事委員会）

■ 懲戒処分の状況（令和6年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 計
給与・任用に関する不正 － － － － －
一般服務違反 － － － － －
一般非行 － － － － －
収賄など － － － － －
道路交通法違反（職務執行外） － － － 1 1
監督責任 － － － － －

計 － － － 1 1
　職員の任免と職員数に関する状況

　職員の給与の状況

　人事評価の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　職員の休業の状況

　職員の分限と懲戒処分の状況

　退職管理の状況

　職員の研修の状況（令和 6 年度）

　職員の福祉と利益の保護の状況

公平委員会の事務に係る業務状況の報告

問合せ
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役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
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平日平日
8:30 ～17:15 仙北市建設課 ☎43-2294

休日休日
8:30 ～17:15 角館庁舎 ☎43-3309

夜間夜間
17:15 ～翌8:30

角館庁舎
（当直取次） ☎43-3309

雪に関する
相談窓口について

【問合せ】建設課（角館庁舎） ☎43-2294
 総合防災課（田沢湖庁舎） ☎43-1115　長寿支援課（角館庁舎） ☎43-2281

　除雪など雪に関するご相談がありましたら下に記載の担当にご連絡ください。ご相談内容により、担当部署に電話を
転送することがあります。また、夜間および土・日曜日、祝日などは当直・日直（角館庁舎）が電話をお取り次ぎしますが、
すぐに対応できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

●道路除雪に関すること

▶ �除雪作業中の除雪車は危険ですので絶対に
近づかないでください。

▶ �路上駐車は除雪作業の障害となります。路上
への長期駐車、夜間駐車は絶対にしないよう
にお願いします。

▶ �屋根から落ちた雪や宅地内の雪を道路に出
さないでください。

▶ �冬期間に関わらず、雪解け後に除雪作業によ
る側溝などの破損箇所が見つかった場合に
は、早めに建設課へお知らせください。

▶ �除雪作業は原則23時から 7時までの間で
行いますが、降雪状況により時間が前後する
場合がありますので、ご了承ください。

除雪作業へのご協力をお願いします

平日平日
8:30 ～17:15 仙北市総合防災課 ☎43-1115

休日休日
8:30 ～17:15 角館庁舎 ☎43-3309

夜間夜間
17:15 ～翌8:30

角館庁舎
（当直取次） ☎43-3309

●雪害などに関する緊急時

●高齢者世帯等除雪支援事業による費用の助成について
平日平日

8:30 ～17:15 仙北市長寿支援課 ☎43-2281

▶ �作業は2人以上で行い、無理はしない。
▶ �足場の確認をし、周りに雪を残す。
▶ �動きやすい服装と命綱・ヘルメットを

着用し、携帯電話を身につける。
▶ �屋根からの落雪に注意して、軒下には

近づかない。
▶ �除雪機の雪づまりはエンジンを切って

完全に除雪機が停止してから棒などで
取り除く。

屋根の雪下ろし作業時の注意点

●�利用対象者／仙北市に住所を有し現に居住している市民
税非課税世帯または市民税均等割のみ課税世帯で、次の
いずれかに該当する世帯とします。ただし、別居の親族・
近隣からの支援がある世帯や生活保護世帯は除きます。

▶�75歳以上のひとり暮らし世帯
▶同居者全員が 75歳以上である世帯
▶�身体障害者手帳1級～ 3級・療育手帳・精神保健福祉手

帳の所持者、介護保険要介護3 ～ 5認定者、18歳未満

の方のみで構成されている世帯など
▶��75歳以上の方と身体障害者手帳1級～3級・療育手帳・

精神保健福祉手帳の所持者、介護保険要介護3 ～ 5認
定者、18歳未満の方のみで構成されている世帯など

▶��その他特別な理由のある方で、市長が認めた世帯　　
（特別な理由を確認するため第三者の意見が必要となり
ますのでご相談ください。）

詳細は広報せんぼく10月号または
仙北市ホームページに掲載しています

年末年始の各種証明書・届け出
とごみの受け入れおよび各施設
の休業日について

【問合せ】
《戸籍関係》国保市民課 市民係（角館庁舎） ☎（43）3307
《ごみ関係》�生活環境課 環境保全係（角館庁舎） ☎（43）3308　

大曲仙北広域北部ごみ処理センター ☎（42）8177
《施設関係》各施設にお問い合わせください。

 各種証明書、戸籍の届け出 
　12月27日㈯から 1月4日㈰の期間中は各種証明書の発
行ができませんので、必要な証明書などの請求、各種手続
きはお早めに済ませていただくようお願いします。
※コンビニでの各種証明書の交付サービスも停止します。
※�戸籍届出（死亡届ほか）の窓口は休日、祝日、夜間体制で通常ど

おり受け付けします（受付窓口は角館庁舎のみ）。

 ごみの受け入れについて 
　大曲仙北広域北部ごみ処理センターでは 12月30日㈫ま
で、ごみの受け入れをします。年始は令和8年1月5日㈪
からの受け入れになります。なお、ごみの収集については

「家庭ごみ収集カレンダー」のとおり行います。
▶�受け入れ可能なごみ…可燃ごみ、資源ごみ（空缶・ペッ

トボトル・本・雑紙類・新聞紙・ダンボール）、粗大ごみ
※�不燃ごみは 12月26日㈮まで一般廃棄物最終処分場で受け入れ

をします。

施設名 開庁（館）時間
27
日
㈯

28
日
㈰

29
日
㈪

30
日
㈫

31
日
㈬

1日
㈭

2日
㈮

3日
㈯

4日
㈰

5日
㈪

▶市役所 各庁舎・各出張所
( 西木庁舎市民休憩室は 12/29 ～ 1/4 まで利用できません） 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶各公民館・総合開発センター
（中央・桧木内は平日21時、土・日曜は 17時まで） 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

▶角館交流センター 9:00 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

▶各市民体育館・武道館 8:30 ～ 21:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶角館武道館 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

▶就業改善センター 8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

▶北部ごみ処理センター 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休

▶角館・西木・田沢湖一般廃棄物最終処分場 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶仙北市堆肥センター 9:00 ～ 15:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶仙北市勤労青少年ホーム 9:00 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休 休

▶仙北市民会館 8:30 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休 休

▶田沢湖図書館 9:00 ～ 17:00 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶学習資料館 9:00 ～ 17:15 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶新潮社記念文学館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶角館樺細工伝承館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休

▶角館町平福記念美術館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▶田沢湖クニマス未来館
▶思い出の潟分校 9:00 ～ 16:00 休 休 休 休 休 休 休

▶旧石黒（恵）家 9:00 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休

▶武家屋敷 河原田家 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休

▶アルパこまくさ　自然ふれあい温泉館 10:00 ～ 16:00
（受付は 15:30 まで） 休 休 休 休 休 休

▶神代診療所 お問い合わせください 休 休 休 休 休 休 休 休 休

角館庁舎（日直）が対応します

 各施設の休業日 
●流雪溝の運用に関すること

平日平日
8:30 ～17:15

田沢湖庁舎 ☎43-1147

角館庁舎 ☎43-3309
休日休日

8:30 ～17:15 角館庁舎 ☎43-3309

夜間夜間
17:15 ～翌8:30

角館庁舎
（当直取次） ☎43-3309

※10月から日直業務を角館庁舎に集約していることから、閉庁日（土曜、
日曜、祝日、年末年始）のお問い合わせは角館庁舎へお願いします。
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水道も冬じたく！

水道も冬じたく！

水道管凍結注意水道管凍結注意
年間漏水件数100件以上 !! こんな場合は凍結に注意 !!

　水道管の凍結による破損や漏水が増えています。
特に一人暮らしの方や入院や施設への入居などで
長期間家を空けている間に、水道管が凍結・破損
して漏水するケースが増加しています。
　寒くなる前、長期間家を空ける予定がある場合
は、しっかりと凍結対策を行いましょう！

水道水は大切な財産です。
ご協力よろしくお願いします。

▶��風が強いところ
▶��外気温が－4℃以下のとき
▶��屋外、北側で日に当たらない場所
▶��一日中氷点下の真冬日が続いたとき
▶��水道管がむき出しになっているところ

冬本番を迎える前に
蛇口や水抜き栓を
点検しましょう！

水道管凍結対策方法

もし凍結してしまったら… お問い合わせ

　分からないこと、困ったことがあればお気軽にご連絡くだ
さい！
・漏水しているかも…
・破損してしまった！
・凍結対策が難しい…　など
　なお、水道管の解氷作業・修理工事の依頼は、
仙北市指定給水工事事業者へ連絡してください。
※�指定給水工事事業者は市のホームページに
　掲載しています。
上下水道課（角館庁舎）　☎43-2296

仙北市上下水道課・仙北市管工事協会

元栓を閉めて
水抜きをしておく

給湯器の凍結防止機能
を利用する

凍結防止断熱材
などで保温する

これらの対策が
できない場合

水を少し出しておく

   仙北市指定給水工事
事業者はこちら→

タオルの上から
ぬるま湯をかける

※熱湯は NG!!

凍結部分を
ドライヤーで温める

向生保内 2線 3 4 5 ▲6
運行日 平日・土曜 平日・土曜 平日・土曜 平日

田沢湖庁舎前 11:25 13:25 15:20 ▲16:25
街道ノ上 11:26 13:26 15:21 ▲16:26
病院前 11:27 13:27 15:22 ▲16:27

グランマート前 11:28 13:28 15:23 ▲16:28
田沢湖駅前 11:29 13:29 15:24 ▲16:29
郵便局前 11:30 13:30 15:25 ▲16:30
小学校前 11:32 13:32 15:27 ▲16:32
中学校前 11:33 13:33 15:28 ▲16:33
だしのこ園前 － － 15:30 －
東風の湯前 11:35 13:35 15:32 ▲16:35
生保内公園口 11:37 13:37 15:34 ▲16:37
愛宕町前 11:38 13:38 15:35 ▲16:38
武蔵野 11:39 13:39 15:36 ▲16:39
大杉沢 11:40 13:40 15:37 ▲16:40
仙岩団地 11:43 13:43 15:40 －
市営住宅前 11:45 13:45 15:42 ▲16:41
田沢湖庁舎前 11:47 13:47 15:44 ▲16:43
街道ノ上 11:48 13:48 15:45 ▲16:44
郵便局前 11:49 13:49 15:46 ▲16:45
田沢湖駅前 11:50 13:50 15:47 ▲16:46
病院前 11:51 13:51 15:48 ▲16:47

グランマート前 11:52 13:52 15:49 ▲16:48
雁治塚 11:54 13:54 15:51 ▲16:50

生保内発電所前 11:56 13:56 15:53 ▲16:52
四十程第１ 11:58 13:58 15:55 ▲16:54
四十程第２ 11:59 13:59 15:56 ▲16:55
赤石 12:01 14:01 15:58 ▲16:57
上堂田 12:04 14:04 16:01 ▲17:00
堂田会館前 12:05 14:05 16:02 ▲17:01
下堂田 12:06 14:06 16:03 ▲17:02
田向 12:07 14:07 16:04 ▲17:03
野村 12:08 14:08 16:05 ▲17:04
下相内端 12:10 14:10 16:07 ▲17:06
相内端 12:11 14:11 16:08 ▲17:07

手倉相内会館前 12:12 14:12 16:09 ▲17:08
手倉野 12:13 14:13 16:10 ▲17:09
上手倉野 12:14 14:14 16:11 ▲17:10
沼田 12:15 14:15 16:12 ▲17:11
十文字 12:16 14:16 16:13 ▲17:12
病院前 12:18 14:18 － －

グランマート前 12:19 14:19 16:15 －
田沢湖駅前 12:21 14:20 － －
郵便局前 12:22 14:21 － －
街道ノ上 12:23 14:22 16:17 ▲17:13
田沢湖庁舎前 12:24 14:23 16:18 ▲17:14

向生保内１線 ▲1 2
運行日 平日 平日・土曜

田沢湖庁舎前 ▲7:15 8:15
病院前 ▲7:17 8:17
雁治塚 ▲7:19 8:19

生保内発電所前 ▲7:22 8:22
四十程第１ ▲7:24 8:24
四十程第２ ▲7:25 8:25
赤石 ▲7:27 8:27
上堂田 ▲7:30 8:30
堂田会館前 ▲7:31 8:31
下堂田 ▲7:32 8:32
田向 ▲7:34 8:34
野村 ▲7:35 8:35
下相内端 ▲7:37 8:37
相内端 ▲7:38 8:38

手倉相内会館前 ▲7:39 8:39
手倉野 ▲7:40 8:40
上手倉野 ▲7:41 8:41
沼田 ▲7:42 8:42

市営住宅前 ▲7:46 8:46
仙岩団地 ▲7:49 8:49
大杉沢 ▲7:52 8:52
武蔵野 ▲7:53 8:53
愛宕町前 ▲7:54 8:54
生保内公園口 ▲7:55 8:55
東風の湯前 － 8:57
だしのこ園前 － 8:59
中学校前 ▲7:57 9:01
小学校前 ▲7:58 9:02
郵便局前 ▲7:59 9:03
田沢湖駅前 ▲8:00 9:04
病院前 ▲8:01 9:05
郵便局前 ▲8:02 9:06
街道ノ上 ▲8:03 9:07
田沢湖庁舎前 ▲8:04 9:08

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休

普通運賃／大人 200円、小中学生 100円
回数券取扱窓口／●バス車内　●ロイヤル交通㈱秋田営業所

　●四十程（高橋良宣様）　●手倉相内 ( 荒木田保険様 )

　●野村・田向 ( 畠山隆太郎様 )　

定期券取扱窓口／●ロイヤル交通㈱秋田営業所

向生保内線

ロイヤル交通㈱ 秋田営業所

（仙北市指定管理者）　   ☎ 43-0101問合せ

仙北市民バス時刻表（令和 7年 12 月 1 日～令和 8年 3月 31 日）

向生保内向生保内線線
たっこちゃんバス

まちづくり課（市役所）☎ 43-3315

市
民
バ
ス
「
向
生
保
内
線
」（
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
バ
ス
）
は
冬
季
ダ
イ
ヤ
へ
変
更
と
な

る
た
め
、
冬
期
間
は
刺
巻
方
面
へ
の
運
行
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

check!



市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147　仙北市公式LINE　あなたのポケットに市役所を。 追加はこちらから→

　
秋
田
県
で
は
、
県
内
へ
の
移
住
・
就
職

を
考
え
て
い
る
方
や
、
そ
の
ご
家
族
を
対

象
に「
あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア

秋
田
」を

開
催
し
ま
す
。

　
秋
田
県
内
へ
の
移
住
・
就
職
を
検
討
す

る
際
に
必
要
と
な
る
暮
ら
し
や
仕
事
の
情

報
を
収
集
で
き
る
ほ
か
、
県
内
企
業
か
ら

直
接
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。

　
【
参
加
無
料
】と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
日
時
／
12
月
29
日
㈪
11
時
30
分
～
16
時

（
開
場
：
11
時
）

●
場
所
／
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ
ェ

1
階
き
ら
め
き
広
場（
秋
田
市
東
通
仲

町
4ｰ 

１
）

●
対
象
／
秋
田
県
へ
の
移
住
・
就
職
を
検

討
し
て
い
る
方
、
関
心
が
あ
る
方
な
ど

※
社
会
人
・
学
生
、
家
族
、
知
人
問
わ
ず
ご
参

加
で
き
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
事
前
来
場
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
来
場
登
録
も
可
能
で
す
。

●
内
容
／
出
展
企
業
・
市
町
村
な
ど
と
移

住
・
就
職
に
関
す
る
面
談

※
出
展
者
情
報
は
、
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
出
展
数
／
企
業
60
程
度
、
市
町
村
な
ど

10
程
度

【
12
月
29
日
㈪
開
催
】あ
き
た
就
職
フ
ェ
ア　

 

秋
田
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
１

in
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
ご
加
入
の
方

に
は
、
年
２
回
、
医
療
費
通
知
を
発
行
し

ま
す
。

　

令
和
７
年
分
の
発
送
予
定
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
第
1
回
：
令
和
8
年
1
月
16
日
発
送
予

定（
令
和
7
年
1
月
～
令
和
7
年
10
月

診
療
分
ま
で
）

▼
第
2
回
：
令
和
8
年
2
月
25
日
発
送
予

定（
令
和
7
年
11
月
～
令
和
7
年
12
月

診
療
分
ま
で
）

後
期
高
齢
者
医
療
費
通
知
発
送
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
3
１
6

in 

屋内で遊べる公共施設を無料開放します 【問合せ】　管財課（田沢湖庁舎）  
　　　　　☎43-1114

　現在、市内においてクマの出没が相次いで確認され
ていて、子どもたちが屋外で安心して遊べない状況が
続いています。子どもたちが安心して楽しく過ごせる
よう市内の屋内公共施設を無料開放します。詳しい日
時などについては右下の二次元コードからご確認くだ
さい。
　ぜひ親子でお気軽にご利用ください。
※事前申請は不要です。
●�期間／ 12月28日まで（予定）
●�無料開放施設／

【角館地区】
▶白岩コミュニティセンター体育館
▶�西長野コミュニティセンター体育館
▶�中川コミュニティセンター体育館
▶勤労青少年ホーム軽運動室

【田沢湖地区】
▶田沢交流センター体育館
▶生保内武道館
▶神代体育館
▶神代武道館
▶市民会館（1F、2F ロビー）

【西木地区】
▶西木コミュニティセンター体育館
▶西木温泉ふれあいプラザクリオンプール
▶�西木総合開発センター（1F 宿泊研修室・婦人研修室・

2F 集会室）
▶西木庁舎（市民休憩室）

詳しくはこちら→

公
益
財
団
法
人
秋
田
県
ふ
る
さ
と
定
住
機
構
☎
０
１
８ｰ

８
２
６ｰ

１
７
３
１

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務
課
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

７
１
５
５
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▶常陸太田市 議会議員一同（茨城県）
▶大澤 美佐子（埼玉県）
▶秋山 明（栃木県）
▶鈴木 泰次（秋田市）
▶谷口 昇（北海道）
▶稲葉 直美（埼玉県）
▶（株）トータルオフィスマネジメント
   代表取締役 遠藤 広樹（横手市）
▶岩見沢大和簡易郵便局（北海道）
▶エイディケイ富士システム（株） 

代表取締役 齋藤 和美（秋田市）
▶高橋 祐策（仙北市）
▶大曲仙北医師会 角館ブロック会（仙北市）
▶マーノリブレ真野（東京都）
▶中津川 辰夫（由利本荘市）
▶宮城県女川町 町長 須田 善明（宮城県）
▶宮城県女川町議会（宮城県）
▶一般社団法人 わらび座（仙北市）
▶山城 悦子（秋田市）

▶東京田沢湖会（東京都）
▶古河市工業会（茨城県）
▶医療法人 光智会（大館市）
▶医療法人 光智会 池田 研（大館市）
▶ハロウィンプレート募金 代表 佐藤 由香（秋田市）
▶岩堀 信洋（千葉県）
▶畠山 靖・順子（仙北市）
▶秋田県立角館高等学校 インターアクト部（仙北市）
▶こどもサミット（市内小中学校）（仙北市）
▶維新の会 仙台市議団（宮城県）
▶荒川尻部落会（仙北市）
▶旭水会（秋田大学教育学部卒業生）（大曲仙北支部）
▶柏林部落（仙北市）
▶秋彩こみち実行委員会・出展者一同（仙北市）
▶斎藤 文彦・規子・寿子（仙北市）
▶カイロプラクティック院 陽楽（大館市）
▶西木クラブ（500歳野球）（仙北市）
▶国際ソロプチミスト大曲（大仙市）
▶（株）ニシキボディ（仙北市）

令和7年8月大雨災害
たくさんのご支援ありがとうございました

8月20日の大雨災害に対し、たくさんの方よりご支援をいただいています。
そのうち、掲載について了承を得た方々のお名前をご紹介し、改めて感謝申し上げます。

〈敬称略・受付順・10月18日～ 11月17日 確認分〉
※義援金は令和7年12月26日まで受け付けしています。

　

8
月
19
日
か
ら
21
日
の
豪
雨
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

河
川
や
用
水
路
な
ど
の
氾
濫
に
よ
り

被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
に

対
す
る
支
援
を
し
ま
す
。

●
対
象
／
令
和
7
年
8
月
19
日
か
ら
21
日

に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
農

地
・
農
業
用
施
設

※
国
庫
補
助
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
農
地
・
農

業
用
施
設
を
除
く

●
補
助
率
／
復
旧
事
業
費
の
１
０
０
分
の

75
以
内

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の
／

▼
災
害
申
請
兼
補
助
金
振
込
用
口
座
申
請
書

▼
復
旧
前
、
復
旧
後
の
写
真（
施
工
中
の

写
真
が
あ
れ
ば
そ
の
写
真
）。

▼
復
旧
に
要
し
た
費
用
が
わ
か
る
も
の
。

見
積
書
、
領
収
書
な
ど

申
請
期
限
以
降
の
復
旧
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
や
早
急
に
復
旧
を
要
す
る
箇
所
、

す
で
に
復
旧
作
業
を
終
え
た
箇
所
が
あ
る

方
は
農
林
整
備
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
令
和
8
年
3
月
10
日
㈫

（
期
限
厳
守
）

令
和
７
年
８
月
19
日
か
ら
21
日
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
に
対
す
る
支
援
を
し
ま
す

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
０
７

義援金をお寄せくださった皆さま

問合せ／会計課　☎43-1118

仙
北
市
有
害
鳥
獣
誘
引
樹
木
伐
採
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所　

　

市
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人

身
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
住
宅
集
合

地
域
に
お
い
て
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
誘
引

す
る
樹
木
の
伐
採
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

周
囲
半
径
２
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に

お
お
む
ね
10
軒
以
上
の
人
家
が
あ
る
地

域
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
住
宅
近
く
の

樹
木
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
来
て
い
る
な

ど
、
危
険
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
人

家
10
軒
未
満
で
も
補
助
の
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎

43ｰ

１
１
４
７
）、
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー

（
☎
43ｰ

３
３
０
９
）、
西
木
市
民
セ
ン

タ
ー（
☎
43ｰ

２
２
０
０
）、
神
代
出
張
所

（
☎
43ｰ

１
３
５
２
）、
田
沢
出
張
所（
☎

43ｰ

１
３
５
１
）、
桧
木
内
出
張
所（
☎
48

ｰ

２
０
０
１
）、
上
桧
木
内
出
張
所（
☎
49

ｰ

２
１
５
９
）

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→



市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

月のマイナンバーカードの時間外交付日 (要予約）は 2410日 日 詳細はこちらから→・▼ 　12
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建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
０
９

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
存
在
す
る
家

屋
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。
年
の
途
中
で
取
り
壊
し
た
家

屋
に
つ
い
て
は
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
届
出
が
な
い
と
取
り
壊
し

の
確
認
が
で
き
ず
、
翌
年
度
以
降
も
課

税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
登
記
済
み
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
】

　
法
務
局
へ
滅
失
登
記
申
請
ま
た
は
建
物

表
題
変
更
登
記
申
請
が
必
要
で
す
。
登
記

が
年
内
に
完
了
し
な
い
場
合
は
、
税
務
課

へ「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」の
提

出
が
必
要
で
す
。

【
未
登
記
家
屋
を
減
失
し
た
場
合
】

　

床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

ず
税
務
課
へ「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届

出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

※�

登
記
済
み
家
屋
、
未
登
記
家
屋
い
ず
れ
の

場
合
も
、
取
り
壊
し
た
年
の
翌
年
以
降
に

建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
を
提
出
す
る

場
合
は
、
建
物
取
壊
し
業
者
が
発
行
す
る

建
物
滅
失
証
明
書
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
屋
の
建
て
替
え
予

定
の
有
無
に
つ
い
て
も
記
載
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�「
建
物
滅
失（
取
壊
し
）届
出
書
」は
税
務
課
、

角
館
、
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、
保
護
者
の
継
続
的
な
就
労
な

ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
健
全
な
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。　
　

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
申
込
期

間
内
に
利
用
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

対
象
児
童（
要
件
）／
保
護
者
の
就
労
な

ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
困
難
な
小
学
校
新
１
～
６
年

生
※�

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
や
、
対

象
児
童（
要
件
）の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、

配
布
書
類
ま
た
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

●�

利
用
期
間
／
令
和
8
年
４
月
１
日
㈬
～

令
和
9
年
３
月
31
日
㈬（
1
年
ご
と
の
申

し
込
み
）

●�

利
用
日
時
／

▼�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
登
校
日
…
放
課

後
～
18
時
30
分

▼�

土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
、
平
日
の
振

替
休
業
日
…
７
時
30
分
～
18
時
30
分（
昼

食
持
参
）

※�

休
業
日
…
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
～
16

日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日

●��

申
請
書
類
配
布
開
始
／
12
月
22
日
㈪
～

●��

申
込
期
間
／
令
和
8
年
１
月
5
日
㈪
～

16
日
㈮

●�

申
請
書
類
配
布
・
提
出
場
所
／
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
）、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ（
14
時
30
分
頃
か
ら
職
員
が
い

ま
す
）

※�

申
し
込
み
を
し
て
も
、
審
査
に
よ
り
対
象
要

件
に
該
当
し
な
い
場
合
や
定
員
を
上
回
る
場
合

な
ど
に
よ
り
、利
用
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●��

利
用
決
定
／
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

3
月
中
旬
に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

●�

利
用
料（
月
額
）／
３
０
０
０
円

▼
減
免
対
象
者（
市
民
税
非
課
税
要
件
な
し
）

・
生
活
保
護
世
帯
…
０
円

・
ひ
と
り
親
世
帯
…
１
５
０
０
円

・
2
人
以
上
利
用
…2

人
目
以
降
１
５
０
０
円

令
和
8
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
し
込
み
案
内

【
問
合
せ
】こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） ☎（
43
）２
２
８
０

名称 場所 定員
白樺児童会 生保内小学校内 114 人
ポプラ学園 神代小学校内 60 人
かくのだて児童クラブ 角館児童館内 80 人
かしわっこクラブ 白岩コミュニティセンター内 28 人
中川っ子クラブ 中川コミュニティセンター内 28 人
マロンクラブ 西明寺小学校内 80 人
ひのきっこクラブ 桧木内小学校内 30 人

●放課後児童クラブ

定
住
促
進
奨
励
金
の
ご
案
内

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
市
外
に
５
年
以
上
居
住
し
た
後
、
仙
北

市
に
転
入
し
た
移
住
者
が
、
転
入
か
ら
５

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
住
宅
を
取
得
し

定
住
す
る
場
合
、
完
納
し
た
固
定
資
産
税

相
当
額
を
、
課
税
さ
れ
る
初
年
度
か
ら
３

年
度
間
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
要
件
な
ど
詳
し
く
は
仙
北
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
声
を

　
市
で
は
条
例
で
定
め
て
い
る
市
国
民
健

康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
委

員
の
う
ち
、
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る

協
議
会
は
、
市
の
住
民
構
成
、
経
済
力
、

医
療
機
関
の
配
置
状
況
な
ど
地
域
の
特
性

を
勘
案
し
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
関
し
て
必
要
な
意
見
の
交
換
や
調
査
、

審
議
、
さ
ら
に
市
長
へ
の
意
見
の
提
案
な

ど
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
に
広
く
、
か
つ
き
め
細
や

か
に
被
保
険
者
の
立
場
か
ら
の
ご
意
見
を

反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
公

募
し
ま
す
。

【
協
議
会
に
つ
い
て
】

●�

委
員
の
任
期
／
令
和
8
年
2
月
1
日
～

令
和
11
年
1
月
31
日
ま
で

●�

協
議
会
の
開
催
／
年
3
回
程
度

※�

必
要
に
応
じ
て
追
加
開
催
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●�

委
員
報
酬
／
協
議
会
出
席
時
に
は
、
報

酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
募
集
要
領
に
つ
い
て
】

●�

募
集
数
／
3
人

●�

応
募
資
格
／
次
の
条
件
を
満
た
す
方

※
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
を
除
く
。

※�

仙
北
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な

い
方
。

▼�

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

で
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
世
帯
の
方

▼�

国
民
健
康
保
険
に
関
心
が
あ
る
方

▼�

平
日（
昼
間
）開
催
の
会
議
に
参
加
で

き
る
方

●�

募
集
期
間
／
12
月
1
日
㈪
～
12
月
19
日

㈮
※
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
19
日
㈮
必
着
。

●�

応
募
方
法
／
国
保
市
民
課
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
各
出
張
所
の
窓
口
に
備

え
付
け
の
申
込
書
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
載
の
う
え
、
あ
な
た
が
日

頃
思
う
、
考
え
る「
国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
」の
意
見
書
を
添
え
て
国
保
市

民
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

各
出
張
所
の
窓
口
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
さ
れ
た
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
さ
れ
た
方
の

個
人
情
報
は
選
考
以
外
の
目
的
に
は
一

切
使
用
し
ま
せ
ん
。

※�

意
見
書
は
形
式
な
ど
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
国
保
に
つ
い
て
あ
な
た
が
思
う
こ
と

の
箇
条
書
き
な
ど
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※�

応
募
は
郵
送
、
持
参
ど
ち
ら
で
も
で
き
ま

す
。

●�

応
募
・
郵
送
先
／

　
〒
０
１
４ｰ

０
３
９
２

　
仙
北
市
角
館
町
中
菅
沢
81
番
地
8

　
仙
北
市
市
民
福
祉
部
国
保
市
民
課　

　
国
保
年
金
係

　
☎
43ｰ

３
３
１
６

　

国
民
健
康
保
健
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

油
の
流
出
に
ご
注
意
を
!!

　
　
　
　

 【
問
合
せ
】生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
暖
房
器
具
を
利
用

す
る
機
会
が
増
え
る
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
冬
期
間
は
除
雪
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
が

原
因
の
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
て
、
そ

の
雪
の
た
め
に
発
見
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
も

見
ら
れ
ま
す
。

　
油
を
流
出
さ
せ
た
場
合
は
、
そ
の
回
収

や
事
故
処
理
に
要
す
る
費
用
は
全
て
原
因

者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に

河
川
に
流
出
し
た
場
合
、
上
水
道
の
取
水

停
止
な
ど
、
地
域
住
民
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

 

油
漏
れ
事
故
を
防
ぐ
心
が
け 

▼�

給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
・
目
を

離
さ
な
い

▼�

落
雪
す
る
場
所
や
除
雪
先
に
は
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
を
置
か
な
い

▼�

配
管
の
破
損
防
止
の
た
め
に
雪
囲
い
や

目
印
を
立
て
る

▼�

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
、
配
管
、
部
品
が
壊
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る

　
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
発
見
し
た
場

合
は
、
お
近
く
の
国
土
交
通
省
や
県
の
機

関
、
市
役
所
、
消
防
署
、
警
察
な
ど
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

   

雄
物
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
☎
０
１
８
３ｰ

73ｰ

５
３
４
０

樺
細
工
職
人
に
よ
る
製
作
実
演
日
変
更
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】角
館
樺
細
工
伝
承
館
☎（
54
）１
７
０
０

　
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
は
、
開
館
日
に

毎
日
実
施
し
て
い
た
樺
細
工
職
人
に
よ
る

製
作
実
演
日
を
変
更
し
ま
す
。

●�

変
更
内
容
／
12
月
～
3
月
は
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

※�

実
演
時
間:

９
時
30
分
～
16
時（
休
息
時
間
：

12
時
～
13
時
）は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
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学校適正配置計画（案）について
　　小・中学校の統廃合を盛り込む本計画は、これまで保護者をはじめ市民の皆さまの意見を聴きながら策

定を進めてきました。今後、中学校統合の組合せを調整し、今年度内の策定を目指します。

角館
3校統合

生保内

神代
西明寺
桧木内

角館
4校統合

生保内
神代
西明寺
桧木内

小学校 中学校

組合せ または

統合時期 令和10年度 令和11年度
統合校舎 西明寺小（改修） 神代小（改修）

角館
3校統合

生保内

神代
西明寺
桧木内

計画（案）

今
後
の
調
整

生保内・神代・西明寺・桧木内学区で市民意見交換会を開催しました
　10月8日から 15日にかけて各学区で開催し、合計51人の参加がありました。「中学校は生保内・神代・
西明寺・桧木内の 4校で、令和11年度に統合」する計画（案）を提示し意見交換しました。
●�神代・西明寺・桧木内学区……より多人数となることでさまざまな教育効果を期待する意見や、統合校

舎整備後の令和11年度に統合することで無理なく準備でき、落ち着いて学校生活がスタートできるな
ど、計画案に賛同する意見が多くありました。

●�生保内学区……多人数となることに期待する一方で、通学面の心配や中学校が無くなることで地域の
衰退を心配する声もあり、もっと議論を深めるべきとする意見が多くありました。

学校適正配置検討委員会を開催しました
　11月7日、今年度2回目の委員会を開催しました。上に記載の市民意見交換会などをふまえ、中学校統
合の組合せについては、特に生保内学区でより丁寧な説明を行ったうえで保護者の考えをアンケートなど
で聴いて慎重に判断すべきとの意見が出されました。

計画（案）に関する市民意見交換会にご参加ください

日時 12月10日㈬ 12月15日㈪ 12月17日㈬ 12月18日㈭ 12月23日㈫
18時30分～（1時間30分程度）

学区
・

会場

西明寺
西木総合

開発センター

神代 角館
角館交流センター

第1研修室

桧木内 生保内
田沢湖総合

開発センター

対象
仙北市民

※お子さまの託児が必要な場合は、あらかじめ問合せ先までご相談ください。
※居住地以外の会場にも参加できます。

内容 学校適正配置計画（案）について
～子どもたちに望ましい学校教育環境を～

　学校適正配置に関する取り組み状況は、市ホームページでご覧いた
だけます（学校適正配置計画 ( 素案 )、これまでの学校適正配置検討委
員会の会議記録、意見交換会の開催結果、アンケート結果など）。

教育委員会
学校適正配置準備室
☎43-3381

就業改善センター 桧木内公民館

1919 2025-122025-12広報せんぼく広報せんぼく

保
健
の
お
知
ら
せ

　
院
併
設
）
調
理
室
・
栄
養
相
談
室

●�

参
加
費
／
１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

●�

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●�

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

 

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

           

相
談
を
親
身
に
お
聴
き
し
ま
す
！

 

こ
こ
ろ
の
相
談　
※
秘
密
厳
守

 

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
♪

 

若
者
の
居
場
所

　
「
若
者
の
居
場
所
」
と
は
、
心
の
重
荷
を
お

ろ
す
場
所
で
す
。

　
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、
家

に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中
で
生

き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の
若
者
が

対
象
で
す
。
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お

や
つ
を
食
べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
な
が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
1212
月月
1616
日
㈫
日
㈫
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
14
時
～
16
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●�

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料  

●�

主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き
た
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
団
体
）

問問��

大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

４
３
６
７

楽
し
く
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！　
　
　

　
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、認
知
症
予
防
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
ま

し
ょ
う
！
開
催
時
間
内
に
個
別
に
お
話
（
相
談
）

も
お
聴
き
し
ま
す
。

 　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の
「
安
否
確
認
や

困
っ
た
と
き
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。「
か
だ
れ
！
」
は
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！　

●�

開
催
日
／
12
月
10
日
㈬
、
24
日
㈬　

●�

時
間
／
10
時
～
15
時

●�

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

　 　

病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
心

の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の
不
安
、

子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
ひ
と
り
で
悩
ま
な

い
で
、
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●�

相
談
日
／
12
月
1
日
㈪
、12
日
㈮
午
前
の
み
、

22
日
㈪

●
時
間
／
【
午
前
】
①
10
時
～
②
11
時
～

　
【
午
後
】
③
13
時
30
分
～
④
14
時
30
分
～

●
場
所
／
角
館
庁
舎

●
相
談
方
法
／
1
回 

50
分 

面
談
ま
た
は
電
話

　
（
要
予
約
・
相
談
無
料
）

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
気
に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
楽
し
み

な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、ゆ
っ

く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
会
員
が
悩
み
な

ど
を
お
伺
い
し
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
開
催
時
間
内
の
都
合
の
よ
い
と
き
に
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
1212
月月
1717
日
㈬
日
㈬

●
時
間
／
10
時
～
14
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
無
料
無
料

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

【
笑
い
ヨ
ガ
、
心
も
体
も
健
康
に
！
】

　

笑
う
こ
と
は
心
身
と
も
に
安
定
し
、
ス
ト
レ

ス
軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／

日
時
／
1212
月月
2626
日日
㈮　
受
付
：

㈮　
受
付
：
99
時時
4040
分分

～～
1010
時　
終
了
予
定
：

時　
終
了
予
定
：
1111
時時
3030
分分

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

●�

内
容
／

内
容
／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

※
事
前
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

笑
い
の
会

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
』の
ご
案
内

　
令
和
7
年
9
月
現
在
の
市
の
高
齢
化
率（
65

歳
以
上
人
口
の
割
合
）は
、
45
・
９
３
％
で
す
。

そ
の
4
人
に
1
人
が
、
認
知
症
ま
た
は
軽
度
認

知
症
障
害
で
す
。
認
知
症
は
、
脳
の
疾
患
に
よ

り
認
知
機
能
が
低
下
し
日
常
生
活
に
不
具
合

が
生
じ
る
状
態
で
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も

の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
☆
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
地
域
づ
く
り
☆
を
目
指
し

て
、『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
』を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
認
知

症
サ
ポ
タ
ー
の
方
を
対
象
に
、
認
知
症
に
関
す

る
知
識
・
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域
で
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
具
体
的
な
活
動
に

つ
な
げ
る
講
座
で
す
。　

●��

日
時
／
12
月
8
日
㈪ 

13
時
30
分
～
15
時

●�

場
所
／
角
館
庁
舎
2
階 

２
０
１・２
０
２
会

議
室

●�

対
象
者
／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
方

●�

テ
ー
マ
／「
認
知
症
の
方
と
の
対
話
と
具
体

的
な
接
し
方
」

●�

講
師
／
介
護
相
談
室
笑
み
ゅ　

　
管
理
者　
大
久
保 

幸
子 

氏

●�

申
込
方
法
／
電
話
か
チ
ラ
シ
裏
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
み
・
問
合
せ
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43ｰ

２
２
８
３

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、

毎
月
サ
ロ
ン
を
開
催
し
個
人
の
悩
み
や
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、

語
っ
て
笑
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
予

約
な
し
で
、
ど
な
た
で
も
好
き
な
時
間
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
1212
月月
33
日
㈬
（
予
約
不
要
）

日
㈬
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
13
時
～
15
時
30
分

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
１
０
０
円

１
０
０
円

●�

内
容
／

内
容
／
血
圧
測
定
、健
康
講
話
（
保
健
師
）、

血
圧
測
定
、健
康
講
話
（
保
健
師
）、

脳
ト
レ
な
ど

脳
ト
レ
な
ど

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

保健と健康掲示板ささえる
つながる
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つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる
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保健と健康掲示板 ささえる
つながる

　　　　青木 千
ち は や

駿さん
　　　　青山 時

と き と
士さん

　　　　荒川 天
あまね

さん
　　　　大石 琴

こ と は
巴さん

　　　　大石 結
ゆ う り

凛さん 
　　　　大石 柚

ゆ ず な
那さん

　　　　大澤 苺
め い

依さん
　　　　大山 せなさん
　　　　加藤 楓

ふ う か
花さん

　　　　熊谷 空
あ こ

虹さん
　　　　小林 なほさん
　　　　佐藤 惟

い ぶ き
吹さん

　　　　髙橋 蒼
あ お ば

葉さん
　　　　髙橋 蒼

そら
さん

　　　　高橋 和
な ぎ さ

颯さん
　　　　辻 望

の あ
蒼さん

　　　　照島 勇
ゆ う が

我さん
　　　　傳農 孝

あ つ き
己さん

　　　　戸澤 冴
さ く

久さん
　　　　半田 衣

い ず
珠さん

　　　　藤原 朱
あ か り

里さん

３歳６か月児歯科健診（令和7年6月～ 10月実施）

子どもたちし 歯 のなかった

この期間でむし歯のない子どもは30人中21人 (70.0%) でした

【健康な歯を守るためには家族で正しい歯みがき習慣を！】
«3 ～６歳頃のむし歯予防のポイント》
①�自分でみがく練習と夜寝る前の仕上げみがきの習慣をつけましょう。寝ている間はお口が乾燥し、むし歯菌が繁

殖しやすい時間です。
②�乳歯が抜けたり、永久歯が生え始めたりして段差ができます。歯ブラシを縦にして上下に細かく動かしてみがき

ましょう。
③定期的な歯科医院でのプロフェッショナルケアとフッ化物塗布で歯を強化しましょう。
※仕上げみがきの時にお子さんの口の中をよく見て、むし歯ができてしまったら早めに治療しましょう。

問い合わせ　仙北市こども家庭センター　☎43-3305

む

※了承をいただいたお子さんのみ掲載しています

～歯周病検診について～
＜受診期限は１２月末です＞

　対象となる 20・30・40・50・60・70 歳の方には５月
に歯周病検診受診券を送付しています。
　まだ受けていない方は、早めの受診をおすすめします。
●�持ち物／歯周病検診受診券、マイナ保険証・資格確認

書など資格確認ができるもの
●�料金／ 1000 円
次の方は健（検）診が無料で受けられます次の方は健（検）診が無料で受けられます
▶仙北市国保加入者
▶生活保護世帯
▶市県民税非課税世帯（証明書の持参が必要です）
▶70歳の方

※�医療機関に予約の上、受診してください。対象となる医療機
関は受診券の裏面に記載されています。

※�受診券がお手元にない方は、再発行しますので保健課（☎43-
2252）までご連絡ください。

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

包和花カフェ 包括支援
センター

ワンダーモール（休憩スペース）
角館町上菅沢442-1 43-2283 12月15日㈪10時～ 12時 無料

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティーセンター
※「あたまとからだの若返り教室」同時開催 55-5449 12月16日㈫14時～ 16時 100円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 白岩コミュニティセンター 42-8671 12月17日㈬14時～ 16時 100円

土曜日のさわやかカフェ 友永千春 さわやか桜館1階ホール
角館町西長野中泊126-2 52-0003 12月27日㈯14時～ 16時 100円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵
グループホームはなみづき3号館

地域交流室　角館町白岩新西野202-2
42-8671 12月27日㈯14時～ 16時 100円

オレンジカフェが開催されています♪オレンジカフェが開催されています♪

12月の日程

　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の１
つで、認知症の方やその家族、地域の方など誰でも気軽に集い、
交流することのできる集いの場です。認知症に関する相談にも
応じることができますので、気軽にご参加ください。感染症の
状況などによりお休みする場合もあります。詳細については直
接カフェにお問い合わせください。

●問合せ／包括支援センター　☎ 43 ｰ 2283

　

平均
利用者数

平均
介護度

9月 91.6人 2.66

10月 92.5人 2.68

にしき園は、高齢や病気で
身体機能の衰えた方に日常
的な医療やリハビリなどを
行い、生活機能の維持向上・
在宅復帰をめざす施設です

　にしき園では９月 18 日に「敬老を祝う会」を催し、ボランティアの
方にもお越しいただき、歌や踊りが披露され、利用者の皆さまも一緒に
歌い楽しんでいただきました。 
　また、11 月９日には「にしき園運動会」と題して入所者の皆さまが紅
組と白組に分かれ玉入れや風船バレーボールなど利用者皆さまの良い交
流の場にもなったと思われます。 
　近年はコロナ禍によりイベントなどの自粛が相次ぎましたが、にしき
園では感染防止対策に留意したうえで利用者の皆さまに楽しんでいただ
ける季節に応じたイベントを企画・運営していて、今後もイベントなど
を通じて利用者の皆さまが他の利用者の方やにしき園スタッフと交流す
る場を設け、安心してにしき園をご利用いただける体制の整備に努めて
まいります。 

にしき園だより
―第48号―

問合せ／にしき園　☎ 47 ｰ 3211

　歯周病の原因や

　予防、治療法に

　ついてはこちら→
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※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です（☎ 43-3305）

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市こども家庭センター  ☎ 43-3305

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！→

日にち 内容 対象者 時間
10日㈬ 救急法講座・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
2日㈫・16日㈫ ９:00 ～・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成8日㈪・24日㈬ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦支援給付金申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 1212
☎080-1663-4494

子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

15日㈪ 10:00 ～ 11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

1 日㈪・8 日㈪
15 日㈪・22 日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※12/15㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

　はっぴいルームは、お友だち作りや、情報交換の場とし
て開放しています。
　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、
引っ越してきたばかりで知らないことばかり・・・と不安
なママ。もちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんも
どうぞ一緒に遊びに来てくださいね。子供が大好きなサ
ポーターが、オモチャを準備してお待ちしていま～す！

12
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

　
子
育
て
支
援
施
設

　
　
　
　
「
さ
く
ラ
ッ
コ
」

お友だち作りや情報交換の場として開放しています。
誕生月のお子さんには粗品をプレゼント！

（毎週水・木・金曜日 10 時～ 15 時 開放）12 月の開放日
水曜日　3日・10日・17日・24日

木曜日　4日・11日・18日・25日

金曜日　5日・12日・19日・26日

予約不要

10:30 ～ 11:30「ネムハグ～赤ちゃんの
　　　　　　眠りについて～」

予約不要

17日水 10:00 ～ 12:00「お昼寝フォト週間」
★２L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。

すくすく成長記録Day
4 日木 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

予約不要

問
合
せ

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する
基盤づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

3 日水

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

・�子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・�お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

身体測定をしよう！

【こども園で遊ぼう！】
クリスマスのワクワクするような雰囲気を感じながら、
好きなおもちゃで遊ぼう！

10 日水 園内めぐりを楽しもう（せんぼく校の生徒が来園して
太鼓の実演をしてくれます。）

こども園で遊ぼう！

10 日水 こども園で遊ぼう・身体測定

※�集いの広場の情報は市ホームページ
でもご確認いただけます。

予約制

・��子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

5 日金

11 日木

はっぴぃルーム

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!

12 日金

10 日水 クリスマス製作をしよう！

17 日水 クリスマスの飾りを作ってみよう！

18 日木 クリスマスの飾りを作ってみよう

17 日水 クリスマスリース作ってみよう

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
な
ど
の
諸
調
査
か

ら
、仙
北
市
の
児
童
生
徒
は
全
国
平
均
よ
り
も
「
読

書
が
好
き
」と
回
答
す
る
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
仙
北
市
の
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
本

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
習
資
料
館
の

学
校
図
書
館
支
援
員
二
人
が
定
期
的
に
市
内
小
中

学
校
を
訪
れ
、
書
架
整
理
・
本
の
紹
介
展
示
・
図

書
の
発
注
な
ど
、
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
殊
に
図
書
の
展
示
は
、
季
節
の
流
れ
や
学
校
行

事
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
時
々
の
児
童
生
徒
の
生
活

と
読
書
が
密
接
に
結
び
つ
く
よ
う
に
、
ま
た
、
読

書
を
通
し
て
日
常
生
活
へ
の
興
味
・
関
心
が
よ
り

高
ま
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
ア
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。
児
童
生
徒
の
読
書
活
動
を
気
に
か
け
て
い

る
二
人
で
す
の
で
「
本
を
借
り
て
い
く
姿
・
新
着

図
書
を
読
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
・
展
示
し
た
本
を

手
に
取
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

学
校
図
書
館
支
援
員
と
し
て
の
最
高
の
喜
び
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　
生
保
内
小
学
校
６
年
生
24
人
が
田
沢
湖
畔
の

「
県
民
の
森
」
で
杉
林
の
間
伐
作
業
体
験
を
し

ま
し
た
。

　
６
年
生
は
、
須
田
喬
教
育
長
の
「
最
も
景
色

の
良
い
所
か
ら
市
民
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」
の

呼
び
掛
け
に
応
じ
て
、
田
沢
湖
に
向
か
っ
て
市

民
歌
を
熱
唱
し
た
後
、
間
伐
作
業
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
杉
を
伐
り
倒
し
た

瞬
間
に
は
「
オ
ー
ッ
」
と
感
嘆
の
声
を
、
高
性

能
林
業
機
械
「
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
」
な
ど
の

豪
快
か
つ
繊
細
な
動
き
に
は
「
ウ
ワ
ァ
ー
ッ
」

と
驚
嘆
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
児
童
は
の
こ
ぎ

り
を
手
に
し
、
間
伐
し
た
杉
の
枝
を
落
と
す
体

験
を
し
、
木
材
と
な
っ
た
杉
を
集
積
場
所
ま
で

運
ぶ
と
、
そ
の
重
さ
に
息
を
荒
く
し
て
い
ま
し

　
８
月
の
大
雨
災
害
に
関
し
て
「
子
ど
も
サ
ミ
ッ

ト
～Sem

boku City 

ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会
議
～
」

に
西
明
寺
中
学
校
生
徒
会
か
ら
提
案
が
あ
り
、

そ
れ
に
賛
同
し
た
市
内
全
小
中
学
校
で
、
校
内

の
み
な
ら
ず
、
学
習
発
表
会
・
学
校
祭
な
ど
の

機
会
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
義
援
金
を
募
り
ま

し
た
。

　
11
月
４
日
、
市
役
所
角
館
庁
舎
市
長
室
に
お

い
て
、
市
内
小
中
学
生
を
代
表
し
て
西
明
寺
中

２
年
門
脇
天
汰
さ
ん
・
齋
藤
和
さ
ん
が
「
今
後

も
仙
北
市
の
一
員
と
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
決
意
の
言
葉

と
一
緒
に
21
万
５
９
９
３
円
の
義
援
金
（
目
録
）

を
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
非
常
に

重
い
意
味
を
も
つ
貴
重
な
義
援
金
。
小
中
学
生

の
応
援
が
金
額
以
上
の
応
援
に
な
っ
て
被
災
者

の
皆
さ
ま
に
届
く
。
今
後
も
仙
北
市
の
一
員
と

し
て
、
未
来
に
つ
な
が
る
考
え
を
出
し
て
も
ら

い
た
い
。
本
当
に
貴
重
な
義
援
金
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

学
校
図
書
館
支
援
事
業

学
習
資
料
館

19日金～

令
和
7
年
8
月
大
雨
災
害　
義
援
金
贈
呈

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

～Sem
boku City

ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会
議
～

市
内
全
小
中
学
校

※ 0 歳児以上のお子様も参加可能です！

た
。
最
後
は
用
意
さ
れ
た
木
材
を
コ
ー
ス
タ
ー
に

加
工
し
、
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
活
動
の
感
想
を
、
田
口
由
騎
人
さ
ん
は
「
57
年

間
で
大
き
く
育
っ
た
木
に
び
っ
く
り
。
機
械
の
値

段
に
も
驚
い
た
。
５
年
生
で
習
っ
た
『
生
活
と
森

林
』
と
は
別
の
こ
と
も
わ
か
っ
て
、
う
れ
し
い
」、

田
村
歩
蓮
さ
ん
は
「
の
こ
ぎ
り
は
怖
い
感
じ
が
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
木
を
運
ぶ
の
は
良

い
筋
ト
レ
に
な
っ
た
。
コ
ー
ス
タ
ー
を
家
の
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。　

　
間
伐
し
た
木
は
、
令
和
９
年
度
開
催
の
第
50
回

全
国
育
樹
祭
（
会
場　
北
秋
田
市
・
大
館
市
）
に

お
い
て
、
皇
族
の
方
々
が
使
用
な
さ
る
道
具
（
鍬

な
ど
）
に
加
工
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
６
年
生
が
作

成
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
と
同
じ
も
の
を
、
４
年
生
が

盛
岡
市
肴
町
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
持
参
、

「
あ
ん
べ
い
い
な
チ
ャ
ー
ハ
ン
」
購
入
者
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

9月には、9月12日の「宇宙の日」に
合わせた「宇宙の本」の特集コーナー
と敬老の日コーナーを設けました。
10月の名月への関心も高まり、多く
の本が読まれました。

17 日水 だしのこ園で遊ぼう！
24 日水 クリスマス会をしよう !

19 日金

24 日水 クリスマスを楽しもう
園のクリスマス会に参加してみよう (^^ ♪

25 日木 クリスマス会をしよう
身体測定・12 月生まれのお誕生会

24 日水 こども園のクリスマス会に参加しよう！

第
50
回
全
国
育
樹
祭
開
催
記
念
行
事

「
県
民
の
森
」間
伐
作
業
体
験生

保
内
小
学
校

晩秋の田沢湖は、６年生
の熱い歌声に、そのきら
めきを増していました。
歌い終えた児童からは「気
持ちいい」と、声が出ま
した。

乳幼児睡眠アドバイザーに赤ちゃんの眠りについてお話してもら
います！日頃の眠りについての悩みや質問も聞いてみましょう！



広報せんぼく広報せんぼく Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations 24 24 Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図 書 館 情 報 局

25 25 2025-122025-12広報せんぼく広報せんぼく

生
涯
生
涯
学
習
学
習

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に

・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

 

地
域
学
校
協
働
活
動 

西
明
寺
小
学
校

 「
6
年
く
り
っ
こ
探
検
隊
活
動
」

▶吾も老の花《阿川佐和子》
▶こだま標本箱《谷瑞恵》
▶火星の女王《小川哲》
▶今を春べと《奥田亜希子》
▶フルハウス《堂場舜一》 
▶�家族《葉真中顕》
▶�すっきり自力整体《矢上真理恵（著）、矢上裕（監修）》
▶着物リメイクパーフェクト BOOK《まるやまはるみ》
  日本ヴォーグ社
▶帰宅後爆速自炊メシ《新谷友里江》
▶�二十四節気を楽しむ薬膳パスタ《増子友紀子》
▶�ぱ・ぴ・ぷペンタくん《柴田ケイコ（絵）、林木林（文）》
▶�よるのまちはピカピカチカチカ《鎌田歩》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 12月の
休館日

1 日㈪、8 日㈪、15 日㈪、22 日㈪、
28 日㈰～令和 8 年 1 月 5 日㈪ 
年末年始休館

Instagram

フォローお願いします

　このたび、総合情報センターの前庭に文学顕彰碑を建立いた
しました。
　それを記念して、顕彰碑に刻まれた、渡辺喜恵子氏、千葉治
平氏、西木正明氏、高井有一氏の四氏の直筆原稿や資料を展示
いたします。時を超えて響く言葉の余韻に、耳を澄ませていた
だければ幸いです。

▶��だから夜は明るい《君嶋彼方 / 著》
▶�チェロ湖《いしいしんじ / 著》
▶プレイグラウンド《リチャード・パワーズ / 著、木原善彦 / 訳》
▶�蔦屋重三郎のエロチカ 歌麿の春画と吉原《リチャード・レイン / 著、浅野

秀剛 / 著、芸術新潮編集部 / 編》
▶�デス・ストランディング 2：オン・ザ・ビーチ ノベライズ スチールブック（Ｒ）

エディション《野島一人 / 著、小島秀夫 / 原作》
▶�百年の短歌《三枝昂之 / 著》
▶�論争　大阪の陣《笠谷和比古 / 著》
※�このほかたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

10:00～12月13日㈯　

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333

おはなしかい
おはなしかい

うさ
ぎ

のみみうさ
ぎ

のみみ

12月の

企画展示「綴られた記憶」
－仙北市の四人の作家、その言葉と筆跡－Ⅰ

会期：令和 8年 2月 15日㈰まで

 

仙
北
市
「
新
年
書
き
ぞ
め
展
」
作
品
募
集

　
市
内
小
中
学
生
を
対
象
と
す
る「
新
年
書
き

ぞ
め
展
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

申
込
期
間
／
12
月
8
日
㈪
～
令
和
8
年
1
月

8
日
㈭

※�

作
品
と
申
込
書
を
最
寄
り
の
公
民
館
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※�

申
込
用
紙
は
、
公
民
館
ま
た
は
学
校
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

●�

展
示
期
間
／
令
和
8
年
1
月
14
日
㈬
～
1

月
23
日
㈮

●�

展
示
場
所
／
中
央
公
民
館（
西
木
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
）

●�

作
品
課
題
／
小
1「
げ
ん
き
」、
小
2「
う

ま
ど
し
」、
小
3「
か
る
た
会
」、
小
4「
美

し
い
空
」、
小
5「
広
い
世
界
」、
小
6「
希

望
の
春
」、
中
1「
気
力
充
実
」、
中
2「
新

し
い
時
代
」、
中
3「
不
屈
の
精
神
」

※
中
学
生
は
行
書

※
課
題
は「
書
友
社
」の
新
年
書
き
初
め
手
本

●�

用
紙
サ
イ
ズ
／
書
き
初
め
用
紙（
縦
68
ｃ

ｍ
、
横
17
ｃ
ｍ
程
度
）

　
西
明
寺
小
学
校
で
は
、
地
域
を
巡
り
地
域

の
特
色
を
知
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
と
の

か
か
わ
り
を
通
し
て
、
西
明
寺
へ
の
愛
着
を

も
つ
こ
と
を
目
的
に
、
全
学
年
で「
く
り
っ

こ
探
検
隊
活
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
９
月
19
日
に
６
年
生
が「
地
域
の
基
礎
を

築
い
た
戸
沢
氏
の
足
跡
を
体
感
し
よ
う
」を

め
あ
て
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
門

屋
城
跡
を
見
学
し
た
り
、
真
山
寺
を
訪
れ
た

り
し
て
戸
沢
氏
が
残
し
た
功
績
や
影
響
に
つ

い
て
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　
活
動
に
あ
た
っ
て
、
地
域
学
校
協
働
活
動

推
進
員
や
民
生
委
員
、
保
護
者
が
活
動
を
支

援
し
ま
し
た
。
特
に
推
進
員
は
、
ク
イ
ズ
を

交
え
な
が
ら
戸
沢
氏
の
説
明
を
し
た
り
、
ク

マ
よ
け
の
爆
竹
を
鳴
ら
し
た
り
、
草
刈
り
や

危
険
箇
所
の
点
検
を
し
た
り
し
て
、
活
動
の

大
き
な
支
え
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も
真
剣
な
顔
つ
き

で
、
意
欲
的
に
推
進
員
の
お
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
9
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

『石原家の兄弟』
《石原伸晃/著、石原良純/著、
石原宏高 / 著、石原延啓 / 著》

 

ん
み
ゃ
も
の
料
理
教
室

　
『
そ
ば
ゆ
べ
し
』と『
黒
糖
ま
ん
じ
ゅ
う
』を

作
る 「
ん
み
ゃ
も
の
料
理
教
室
」を
開
催
し
ま

す
。
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
17
日
㈬ 

10
時
～
12
時

●
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
千
田 

ミ
ワ 

氏

●
受
講
料
／
１
０
０
０
円

●�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
定
員
／
15
人

●�

申
込
期
間
／
12
月
1
日
㈪
～

12
月
12
日
㈮

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

「さよならジャバ
ウォック」

《伊坂幸太郎》
双葉社

「手編みのニット
帽大全集」

《アップルミンツ》

『水は動かず芹の中』
《中島京子 / 著》

 

山
野
草
の
寄
せ
植
え
（
正
月
飾
り
）
教
室

　
山
野
草
の
寄
せ
植
え
で
年
末
年
始
を
彩
り
ま

せ
ん
か
？

●��
日
時
／
12
月
17
日
㈬ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●��
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●��
講
師
／
戸
澤 

徳
昭 

氏

●�

受
講
料
／
資
材
と
山
野
草
容
器
2
５
０
０

円（
資
材
不
要
の
方
は
２
０
０
０
円
）

●�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

●�

定
員
／
10
人

●
申
込
期
間
／
12
月
1
日
㈪
～
12
月
12
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

「2025 年貸出ランキング《小説部門》」
今年も残すところわずかとなりました…
2025年、田沢湖図書館で人気だった小説を
貸し出しランキングとともに展示します！

スマホで簡単
蔵書検索

12月の
休館日

1 日㈪、8 日㈪、15 日㈪、22 日㈪、
28 日㈰～令和 8 年 1 月 5 日㈪ 年末年始休館

テーマ展示

「最後の○○」

12月の
休館日

おはなしおはなし玉手箱玉手箱
おとなもどうぞ！

※入場無料
20日㈯ 10:00～

1212月 月 とことこタイムとことこタイム

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日 9:00～ 12:00

「恋人がサンタクロース」

すこしはやいクリスマス会をします

プレゼントもあります

●�

問
合
せ
／
中
央
公
民
館
、
田
沢
湖
公
民
館
、

角
館
公
民
館

 

寒
天
料
理
教
室

　
郷
土
料
理
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
寒
天

料
理
教
室
を
、
ご
好
評
に
よ
り
も
う
１
日
開
催
し

ま
す
。
寒
天
が
出
来
る
ま
で
、
み
な
さ
ん
で
食
べ

る
お
昼
ご
飯
も
作
り
ま
す
。
寒
天
料
理
を
囲
み
、

楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
、
1
回
目
を
受
講
さ

れ
る
方
の
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
7
日
㈰ 

10
時
～
14
時

●�

場
所
／
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー（
神
代
字
古
館

野
４
０
４ｰ 

1
）

●
講
師
／
照
井 

律 

氏

●�

メ
ニ
ュ
ー
／
か
み
な
り
寒
天
、
じ
ゃ
が
い
も
寒
天

●
受
講
料
／
１
０
０
０
円

●�

持
ち
物
／
タ
ッ
パ
ー（
中
）3
個
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具

●
定
員
／
16
人

●�

申
込
期
間
／
12
月
1
日
㈪
～
定
員
ま
で

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

今月のテーマ展示

1 日㈪、8 日㈪、15 日㈪、22 日㈪、
28 日㈰～令和 8 年 1 月 5 日㈪
年末年始休館
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します
（敬称略）

第45回危険業務従事者第45回危険業務従事者叙勲叙勲

瑞宝双光章瑞宝双光章

千 葉 和 彦 さん
（66 歳　田沢湖生保内）

消防功労
　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
監
。

昭
和
53
年
4
月
に
同
組
合
消
防
吏
員
と
し
て

採
用
さ
れ
て
以
来
、
西
木
分
署
長
、
消
防
本

部
通
信
指
令
課
長
、
消
防
本
部
主
席
参
事
兼

角
館
消
防
署
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

長
年
に
わ
た
り
危
険
を
伴
う
消
防
業
務
に
献

身
的
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

運
用
さ
れ
て
い
る
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
「
高

機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
構
築
お
よ
び

運
用
に
際
し
て
は
、
豊
富
な
現
場
経
験
に
裏

打
ち
さ
れ
た
卓
越
し
た
識
見
と
優
れ
た
指
導

力
を
発
揮
さ
れ
、
そ
の
推
進
に
多
大
な
る
ご

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

＜危険業務従事者叙勲＞
　
第
　
第
4545
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か

回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か

ら
は
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

ら
は
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　
（
※
年
齢
は
、
受
章
時
を
掲
載
）

　
（
※
年
齢
は
、
受
章
時
を
掲
載
）

▶製材鋸目立 笹渕誠
▶木型製作 佐藤正美
▶自動車整備 武藤厚也

　10 月 25 日、卓越した技能を有する功労者を表
彰する仙北市技能功労者表彰式が行われました。
　受賞者は、各業界団体からの推薦を受け、大曲
仙北職業訓練協会や仙北市商工会、一般社団法人
秋田県仙北建設業協会などで構成する選考委員会
の厳正な審査を経て決定されました。

令和7年度仙北市技能功労者表彰

写真左から笹渕さん、佐藤さん、武藤さん。

▶学校環境緑化の部 秋田県知事賞 神代小学校

　神代小学校では「花のいのちを育む学園の活動」を行っ
ていて、環境委員会の児童が中心となり、花が咲き誇る校
庭作りを目指していて、今回の受賞もその活動が評価され
たものです。
　授賞式は 10 月 27 日に西木庁舎で行われ、県教育庁南教
育事務所仙北出張所の和田出張所長より賞状が伝達されま
した。授与を受けた佐藤義翔さんと佐々木秋獅さんは「花
を育てる大変さや難しさを感じた。夏の暑い日も欠かさず
花の手入れをしたことはいい思い出。受賞できてうれしい」
と語りました。

令和7年度秋田県学校関係緑化コンクール

令和 7 年度 ( 公財 ) 日本民謡協会全国大会

▶民謡民舞全国大会民舞の部 内閣総理大臣賞争奪戦
   準優勝 秋田仙北会

　10 月 4 日、東京品川きゅりあんにて開催された ( 公財 )
日本民謡協会主催民謡民舞全国大会民舞の部、内閣総理大
臣賞争奪戦にて秋田仙北会 ( 会長 田村和子 ) が準優勝しま
した。準優勝は今回で３度目となります。
　秋田仙北会の佐藤さおりさん（高橋キヌ子社中二代目）は、

「来年こそ、師匠高橋キヌ子の大好きだった秋田おばこ節で
内閣総理大臣杯の優勝旗をみんなで秋田に持ち帰り、先生
に報告したい」と、受賞の喜びと来年の意気込みを語って
くれました。

大会新

第20回仙北市小学生陸上競技 兼 第2回大仙仙北小学生陸上競技チャレンジ交流会

３年男子 80 ｍの様子。

※記録掲載は市内小学生の上位 3 位まで。
　全種目入賞者の詳細は仙北市スポーツ協会（☎ 42-8690）までお問い合わせください。

▶ 1 年男子 80m 2 位 　　　田村翔（桧木内ランナーズ） ▶同女
子 80m 1 位 　　　阿部光璃（角館小） ▶同 2 位 　　　門脇英玲那

（桧木内ランナーズ） ▶同 3 位 　　　髙橋千咲（角館小） ▶ 2 年男
子 80m 1 位 鈴木斗愛（西明寺小） ▶ 3 年男子 80m 1 位 古郡海都

（同） ▶ 3 年女子 80m 3 位 千葉寧々（生保内ジュニア RC） ▶ 4 年男
子 100m 1 位 　　　田村新（桧木内ランナーズ） ▶同 2 位 藤枝知聖

（同） ▶同 3 位 熊谷莉玖（角館陸上スポ少） ▶ 4 年女子 100m 1 位 
藤村里咲（同） ▶同 2 位 佐藤菜桜（同） ▶ 5 年男子 100m 2 位 鈴木
一耀（西明寺小） ▶同 3 位 八柳悠太郎（角館陸上スポ少） ▶ 5 年女子 

100m 2 位 鈴木桜子（生保内ジュニア RC） ▶同 3 位 荒川爽（角館小）▶ 6 年男子 100m 3 位 門脇蒼甫（桧木内ランナー
ズ） ▶男子 走幅跳び 2 位 柴田桜来（同） ▶同 3 位 門脇蒼甫（同） ▶女子 走高跳び 1 位 藤澤悠莉（角館陸上スポ少） ▶男
子 ジャべリックボール投げ 1 位 田村新（桧木内ランナーズ） ▶同 2 位 熊谷莉玖（角館陸上スポ少） ▶同 3 位 羽根川友飛

（生保内ジュニア RC） ▶女子 ジャべリックボール投げ 2 位 進藤柚貴（西明寺小） ▶同 3 位 吉田麗（同） ▶男女混合 4 ×
100mR 3 位 桧木内ランナーズ C

大会新
大会新

大会新

大会新
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秋田県知事賞・仙北市長賞を受賞した米沢さん。

　
第
53
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸

展
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ

れ
、
秋
田
県
知
事
賞
に
米
沢
研
吾
さ

ん
の
作
品「
深
ち
ら
し
皮
面
取
茶
筒
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は
じ

め
樺
細
工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工
芸
品

の
部
に
13
点
、
一
般
品
の
部
に
21
点

の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・

受
賞
者
）は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

第
53
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

  

秋
田
県
知
事
賞   

深
ち
ら
し
皮
面
取
茶
筒
／
米
沢

研
吾

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

茶
筒
幅
面
取
／
荒
川
慶

太
郎

 

仙
北
市
長
賞  

ち
ら
し
皮
ま
く
り
貼
香
合
／
米
沢

研
吾

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞  

小
箱
／
高
野
州
平

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

夏
の
お
も
い
で
／
三
浦
勇

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

コ
ン
パ
ク
ト
仏
壇
『
し
じ

ま
』
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

小
箱
（
大
）
／
鈴
木
光
男

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

た
た
み
イ
ヤ
リ
ン
グ 

ス
ウ
ィ
ン
グ
／
㈱
藤
木
伝
四

郎
商
店

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  

マ
ッ
ト
バ
ー
ク
茶
筒
ナ

チ
ュ
ラ
ル
／
㈲
冨
岡
商
店

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

宝
石
箱（
無

地
皮
・
ち
ら
し
皮
・
ニ
度
皮
）
／
千
葉
秀
喜

 

田
口
鉄
蔵
賞  

小
箱
／
高
野
州
平

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

六
角
茶
筒 

枝
桜
／
㈱
八
栁

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

マ
ッ
ト
バ
ー
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ

／
㈲
冨
岡
商
店

 

Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

総
皮
畢
し
茶
筒
／
藤
村
浩

美

 

Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

夏
の
終
わ
り
／
三
浦
勇

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

六
角
茶
筒
チ
ラ
シ
ニ

本
帯
／
㈱
八
栁

深ちらし皮面取茶筒

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

百寿　11月 2 日、 門脇ヨシヱさん （角

館町菅沢） が１００歳の誕生日を迎え

られ、 仙北市からお祝いと花束が贈

呈されました。

門脇 ヨシヱ門脇 ヨシヱさんさん
　10月29 日、 岩本定春さん （角館

町山根町） が１００歳の誕生日を迎え

られ、 仙北市からお祝いと花束が贈

呈されました。

岩本 定春岩本 定春さんさん

生涯学習奨励員 特別表彰

▶生涯学習奨励員 特別表彰 赤川和子

　秋田県生涯学習奨励員協議会創立 50 周年記念事業に伴
い、仙北市からは、生涯学習奨励員の会会長の赤川和子さん
が特別表彰を受賞しました。
　赤川さんは、平成 20 年より生涯学習奨励員として地域に
根ざした生涯学習の推進・充実に大きな役割を果たし、令和
元年度からは会長として会をけん引し、市民の学習活動の奨
励において顕著な功績が認められました。現在、会の自主事
業として市内小中学校に出向きモルックでの交流を深める活
動に力を入れています。今後も更なる活躍が期待されます。

▶全国過疎地域連盟会長賞 がっこのがっこう　いぶり学校
（校長 西宮三春　教頭 村岡歩　用務員 藤村恒男）

　総務省と全国過疎地域連盟は、毎年度、過疎地域が抱え
る課題に取り組み、過疎地域の持続的発展と風格の醸成を
目指した過疎地域の取組を奨励し、過疎対策の先進的・モ
デル的事例としてふさわしい、地域の特性を生かした創意
工夫ある優良事例（団体）を表彰しています。
　西宮さん、村岡さんが開催するいぶりがっこ作り（いぶ
りがっこう）を通じて、過疎地域に新たな風を呼び込んだ
ことが評価されての受賞となりました。

過疎地域持続的発展優良事例表彰

スマホアプリ開発で地域課題解決を目指す探究プログラム
Japan Wagamama Awards 2026 体験会

　スマホアプリ開発で地域課題解決を目指す探究プログラム Japan Wagamama Awards 2026 の体験会が、秋田県
内で初めて、10 月 27 日に角館庁舎で開催されました。体験会では、テクノロジーを使って社会課題を創造的に解決
する行動であるコンピューテーショナルアクションの概念や、プログラミングの知識がなくても、ブロックを組み合わ
せるだけでアプリを作成できるビジュアルプログラミングツールの MIT App Inventor について学びました。
　その後、一人暮らしのお年寄りためのアプリや困っている人の課題を解決するアプリを MIT App Inventor を使っ
て実際に作り、その内容を最後に発表しました。行き先を決めてない観光客に市内観光スポットを勧めるアプリや、武
家屋敷通りのトイレの場所をすぐに捜せるアプリなどの興味深いアプリの発表がありました。
　市内での体験会は終わりましたが、グランプリ受賞者はアメリカ・マサチューセッツ工科大学でプロジェクトの発表
ができる Japan Wagamama Awards 2026 は、12 月 26 日までエントリーできます。参加要件は、2026 年３月
時点で 12 歳以上 19 歳以下ですが、興味がある方は、下の二次元コードからご確認ください。

Japan Wagamama Awards 2026
公式ホームページ

（左）森田会長（右）赤川和子さん

12月開催：オンライン体験会（参加費無料）
・12 月７日㈰　17 時～ 19 時
・12 月 17 日㈬　19 時～ 21 時
・12 月 22 日㈪　19 時～ 21 時
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ク
ニ
マ
ス
未
来
館

　
ク
ニ
マ
ス
10
匹
が
仲
間
入
り

　
11
月
5
日
、
山
梨
県
で
養
殖
さ
れ
た
10
匹
が
ク
ニ

マ
ス
未
来
館
に
到
着
し
、
同
じ
日
に
展
示
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　

ク
ニ
マ
ス
は
1
匹
ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ら

れ
、
厳
し
い
温
度
管
理
の
も
と
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

体
長
は
20
セ
ン
チ
か
ら
30
セ
ン
チ
の
2
歳
に
な
る
ク

ニ
マ
ス
で
す
。
な
お
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
で
展
示
さ

れ
て
い
る
10
匹
の
ほ
か
、
北
秋
田
市
に
あ
る
秋
田
県

の
施
設
で
20
匹
飼
育
さ
れ
ま
す
。

山梨県から到着した 10 匹が仲間入りする様子。

第
18
回
仙
北
市
産
業
祭

　
　
　
～
秋
フ
ェ
ス
タSem

boku

～

　

10
月
25
日
、
26
日
の
2
日
間
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
角
館

庁
舎
第
1
駐
車
場
を
会
場
に
「
第
18
回
仙
北
市
産
業
祭
～
秋
フ
ェ
ス

タSem
boku

～
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

会
場
で
は
、
西
明
寺
小
学
校
児
童
に
よ
る
長
ネ
ギ
の
即
売
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
物
販
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
、
農
林

産
物
の
出
品
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
技
能
功
労
者
表
彰
や
市

内
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
ジ
、
大
曲
支
援
学

校
せ
ん
ぼ
く
校
、
角
館
高
校
飾
山
囃
子
部
、
イ
ル
ス
タ
ジ
オ
、
秋
月
会
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
お
楽
し
み
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
市
制
20
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
仙
北
市
文
化
祭

　
11
月
1
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
市
制
20
周
年
を
記
念
し

た
「
仙
北
市
文
化
祭
～
文
化
活
動
で
心
を
豊
か
に
、
人
生

に
彩
り
を
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
だ
し
の
こ
園
の
園
児
が
登
場
し
、

力
強
い
太
鼓
な
ど
元
気
な
ス
テ
ー
ジ
演
出
に
会
場
は
温
か

な
拍
手
に
包
ま
れ
、
1
日
の
幕
開
け
を
明
る
く
彩
り
ま
し

た
。
芸
能
発
表
で
は
、
合
唱
や
舞
踊
、
三
味
線
な
ど
仙
北

市
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
練
習
し
て
き
た
成
果
を
披

露
し
、
多
彩
な
演
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
秋
田
県
美
術
展
覧
会
で
入
賞
・
入
選
し
た

作
品
が
な
ら
び
、
多
く
の
方
が
足
を
止
め
、
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
接
の
田
沢
湖
図
書
館
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
会
場
周
辺
に
は
飲
食
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
、
来
場
者
の
休
憩
や
飲
食
の
場
と
し

て
に
ぎ
わ
い
を
添
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｅ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
地
域
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

「
上
桧
木
内
の
紙
風
船
上
げ
」を
支
援

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の
共
通
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
「
Ｊ
Ｒ
Ｅ 

Ｐ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
」
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
交
換
を
通
じ
て
文
化
遺
産
や
伝
統
芸

能
の
保
存
・
継
承
、
地
域
発
展
を
応
援
す
る
「
Ｊ
Ｒ
Ｅ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ 

地
域
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
10
月
か
ら
は
、
仙
北
市
の
伝
統
行
事
「
上
桧
木
内
の

紙
風
船
上
げ
」
へ
の
支
援
募
集
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
約
28
万
円
の
支
援
金
が
紙
風
船
上
げ
保
存
会
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
に
は
上
桧
木
内
地
区
・
山
鳩
館
に
て
、
保
存
会
や
Ｊ
Ｒ

東
日
本
関
係
者
が
出
席
し
、
寄
附
の
贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
附
を
受
け
た
保
存
会
の
阿
部
会
長
か
ら
は
、「
8
月
の
豪
雨
に
よ

り
紙
風
船
の
資
材
も
被
害
を
受
け
た
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
寄
附
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
。
2
月
10
日
の
開
催
に
向
け
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

生
保
内
小
学
校
で
防
災
体
験
教
室

　
10
月
17
日
、
田
沢
湖
公
民
館
出
前
講
座
を
活
用
し
、
生
保
内
小
学
校

で
「
防
災
体
験
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
は
日
本
赤
十
字
東
北

看
護
大
学
の
及
川
真
一
先
生
で
、
5
・
6
年
生
が
防
災
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
身
近
な
マ
ー
ク
や
標
識
へ
の
関
心
が
防
災
意
識
に
つ
な
が

る
こ
と
を
学
び
、
8
月
の
大
雨
被
害
を
写
真
で
確
認
し
ま
し
た
。
親
類

宅
が
被
災
し
た
児
童
の
「
泥
や
匂
い
が
ひ
ど
か
っ
た
」
と
い
う
実
体
験

も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
体
育
館
で
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
手
早
く
組
み
立
て
、「
固
い
」「
5
人
乗
っ
て

も
大
丈
夫
」
と
頑
丈
さ
に
驚
く
声
。
簡
易
テ
ン
ト
も
設
営
し
、
グ
ル
ー

プ
で
体
験
。
及
川
先
生
か
ら
「
理
想
的
な
避
難
所
で
は
1
人
用
で
す
」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
本
当
の
避
難
所
で
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
問
い
に
、
児

童
は
「
ベ
ッ
ド
や
テ
ン
ト
を
組
み
立
て
る
」「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
」

「
協
力
す
る
」
な
ど
と
答
え
、
“
も
し
も
”
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

災
害
は
起
き
な
い
の
が
理
想
で
す
が
、
起
き
た
際
に
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

段ボールベットを組み立てる児童たち。

第
18
回
仙
北
市
民
卓
球
大
会

　
11
月
2
日
、
角
館
中
学
校
体
育
館
で
、
第
18
回

仙
北
市
民
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
愛
好
者
た
ち

の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団体戦
優勝 準優勝 第３位

1 位トーナメント 卓磨会 角館高校男子 A Rummy 角館高校女子 A

2 位トーナメント てくてく俱楽部 角館高校男子 B 卓楽会 藤原卓球場

3 位トーナメント ショーンズ E.P. ニンニクマシマシ チーム友達

個人戦
優勝 準優勝 第３位

小学校低学年 梁田にこ（てくてく俱楽部） 柴田さくら（てくてく俱楽部）

小学校高学年 小野里桜（てくてく俱楽部） 浅利心春（てくてく俱楽部） 柴田桜来（てくてく俱楽部）
ステージでは多彩な発表が披露され会場を沸かせました。
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ミニテニスをするポプラ園の児童たち。

秋
休
み
特
別
活
動

「Let'enjoy!  

ミ
ニ
テ
ニ
ス
」

　
10
月
15
日
、
神
代
市
民
体
育
館
で
秋
休
み
特
別

活
動
「Let'enjoy!

ミ
ニ
テ
ニ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
方
と
の
異
世
代
間
交
流
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
方
々

を
講
師
に
迎
え
、
神
代
ポ
プ
ラ
園
の
児
童
と
交
流

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
応
援
の
声
や
歓
声
が
広

が
り
ま
し
た
。

大
谷
翔
平
×
Ｅ
Ｃ
Ｃ 

米
国
留
学

　
荒
木
田
岳
さ
ん
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ

　
大
谷
翔
平
選
手
と
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
子
ど
も
た
ち
に
ア
メ
リ
カ
留

学
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
『
Ｅ
Ｃ
Ｃ 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
ｗ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｒ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
М
Ｓ 
２
０
２
５
』
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｃ
武
家
屋
敷
通

り
教
室
の
荒
木
田
岳
さ
ん
（
横
手
高
校
２
年
）
が
１
万
人
以

上
の
応
募
の
な
か
、
わ
ず
か
50
人
に
選
ば
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
海
外
留
学
を
果
た
し
ま
し
た
。
未

来
へ
の
夢
を
作
文
と
英
語
ス
ピ
ー
チ
動
画
に
し
て
審
査
を
通

過
し
、
往
復
旅
費
と
1
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
語
学
学
校

と
ド
ジ
ャ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
招
待
を
受
け
ま
し
た
。

　
荒
木
田
さ
ん
は
「
普
通
に
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

こ
の
経
験
を
将
来
に
い
か
し
、
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

角
館
高
校
と
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学

姉
妹
校
交
流

角
館
中
学
校
と
台
中
恵
文
高
級
中
学　
姉
妹
校
交
流

仙
北
市
音
楽
交
流
会 

音
の
泉

　
11
月
9
日
、
仙
北
市
民
会
館
を
会
場
に
「
仙
北
市
音
楽
交
流
会 

音
の
泉
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
で
3
回
目
と
な
り
、
仙
北
市
に
加
え
大
仙
市
や
美

郷
町
か
ら
も
計
6
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
2
人
組
の
デ
ュ
オ
に
始
ま
り
、
4
人
編
成
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
仕
事
仲
間

で
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
な
ど
、
個
性
豊

か
な
演
奏
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
重
ね
て
臨
み
、
会
場
の
音
楽
愛
好
者
は
一
つ
ひ
と
つ
の
発
表
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
生
保
内
小
学
校
・
生
保
内
中
学
校
も
加
わ
り
、
年
齢
や

演
奏
歴
を
超
え
た
特
別
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
音
楽
を
通
じ
た
交
流

の
輪
が
一
層
広
が
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
湾
の
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
の
学

生
32
人
と
教
員
３
人
が
10
月
28
日
か
ら
２

泊
３
日
の
日
程
で
仙
北
市
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　

28
日
は
２
０
１
５
年
に
姉
妹
校
締
結
を
し

た
角
館
高
等
学
校
と
の
学
校
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
午
前
は
数
学
や
英
語
な
ど
各
授
業

に
参
加
し
、
文
化
や
学
習
方
法
の
違
い
、
共

通
点
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
午
後
は
角
館

の
武
家
屋
敷
散
策
を
し
、
仙
北
市
な
ら
で

は
の
歴
史
的
町
並
み
を
体
感
し
て
、
双
方

の
生
徒
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
６
年
ぶ

り
の
姉
妹
校
交
流
と
な
り
、
対
応
し
た
角

館
高
校
2
年
生
の
菅
原
浩
人
さ
ん
は
「
日

本
と
台
湾
の
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
知

り
、
互
い
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。 

　

29
日
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
農
家
民
宿
に

て
、
地
元
な
ら
で
は
の
生
活
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
郷
土
料
理
作
り
体
験
や
大
豆
の
脱
穀

作
業
な
ど
農
村
文
化
に
ふ
れ
る
１
日
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
師
範
大
学
学
生
よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
る
な
ど
民
宿
の
オ
ー

ナ
ー
と
も
積
極
的
に
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国境を越えた交流は、お互いの文化や生活を知り、国際的な視野を広げます。

農家民宿に宿泊した台湾の生徒たち。薪割りの風景

　

11
月
13
日
、
角
館
中
学
校
は
台
湾
・
台
中

市
の
恵
文
高
級
中
学
を
迎
え
、
姉
妹
校
交
流

を
実
施
し
ま
し
た
。
両
校
は
２
０
１
８
年
の

姉
妹
校
提
携
以
来
、
相
互
訪
問
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
オ
ン
ラ
イ
ン
に

切
り
替
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
交
流

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
２
０
２
３

年
以
来
2
年
ぶ
り
の
来
校
が
実
現
し
、
遠
路

は
る
ば
る
22
人
の
生
徒
が
角
館
中
学
校
を
訪

れ
、
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
最
初
こ

そ
生
徒
た
ち
に
緊
張
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

出
会
い
の
会
や
合
同
授
業
を
通
じ
て
打
ち
解

け
、
活
発
な
交
流
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
角
館
の
桜
や
文
化
財
を
角

館
中
学
校
生
徒
が
紹
介
し
ま
し
た
。
恵
文
高

級
中
学
か
ら
も
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
学
校
紹
介

が
行
わ
れ
、
文
化
や
生
活
の
違
い
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
角
館
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る

お
や
ま
囃
子
や
手
踊
り
の
披
露
も
あ
り
、
会

場
は
熱
気
と
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
恵
文
の
生
徒
が
太
鼓
の
演
奏
や
手

踊
り
を
教
わ
る
場
面
で
は
、
言
葉
の
壁
を
越

え
た
交
流
の
輪
が
自
然
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
両
校
混
合
の
グ
ル
ー
プ
で
給
食

を
と
も
に
し
ま
し
た
。
日
本
の
学
校
給
食
を

初
め
て
味
わ
う
生
徒
も
多
く
、
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
笑
顔
が
弾
む

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
別
れ
の
会
の
後
、
恵

文
高
級
中
学
一
行
は
角
館
の
武
家
屋
敷
を
訪

れ
、
伝
統
工
芸
の
樺
細
工
づ
く
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
歴
史
あ
る
町
並
み
の
散
策
も
行
い
、

最
後
ま
で
角
館
の
文
化
に
深
く
触
れ
る
1
日

と
な
り
ま
し
た
。

通常の授業に台湾の生徒が参加しました。

手踊りを通じて秋田の文化を学ぶ台湾の生徒たち
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児
童
書
の
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
10
月
31
日
に
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
曲
よ
り
、

市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
児
童
図
書
29
冊（
５
万
円
相
当
）

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
、
市
役
所
角
館
庁
舎
へ
5
人
の
会
員
の
方
々
が

訪
問
さ
れ
、
納
品
さ
れ
た
図
書
の
確
認
や
図
書
に
ラ
ベ

ル
を
貼
る
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
同
団
体
か
ら
は
、
平
成
30
年
６
月
か
ら
、
児
童
図
書

が
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、今
回
で
５
度
目
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
寄
贈
さ
れ
た
新
し
い
本

を
、
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
読
ん
で
い
ま
す
。

タ
イ
観
光
セ
ミ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
10
月
24
日
、
昨
年
度
ま
で
仙
北
市
タ
イ
現
地
事
務
所

業
務
を
受
託
し
て
い
た
合
同
会
社PO

KKE

よ
り
講
師
を

お
招
き
し
て
、
タ
イ
観
光
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

タ
イ
の
訪
日
観
光
事
情
や
仙
北
市
独
自
の
誘
客
事

業
「
タ
ン
ブ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
な
ど
、
タ
イ

へ
の
興
味
と
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
地
域
の
資
源
と
タ
イ
の
文
化
を

結
び
つ
け
る
ア
イ
デ
ア
が
学
び
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
タ
ン
ブ
ン
と
は
…
タ
イ
に
は
「
タ
ン
ブ
ン
」
と
い
う

仏
教
文
化
が
あ
り
、
直
訳
す
る
と
「
徳
を
積
む
」
と
い

う
意
味
で
、
人
々
が
善
い
行
い
を
通
し
て
心
を
清
め
、

幸
せ
を
願
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

台
湾
青
年
団
来
仙

　
台
湾
の
青
年
団
18
人
が
10
月
27
日
か
ら
11
月
８
日
に
か
け
て
、
仙

北
市
の
農
業
・
里
山
活
動
・
地
方
創
生
の
実
践
を
学
ぶ
滞
在
型
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
「
青
年
百
億
海
外
夢
実
現
計
画
」
と
い
う
台
湾
の
助
成
金

を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
滞
在
期
間
中
は
近
隣
市
町
村
の
状
況

や
農
業
に
つ
い
て
も
学
び
、
仙
北
市
内
の
農
家
民
宿
な
ど
各
施
設
に

宿
泊
し
て
市
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
今
回
来
仙
し
た
青
年
団
を
率
い
た
の
は
、
台
湾
の
花
蓮
県
に
あ
る

農
業
関
連
事
業
社『
天
賜
糧
源
株
式
会
社
』の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
鍾
雨
恩（
ジ
ョ

ン
ユ
ー
エ
ン
）
氏
で
あ
り
、
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
「
農
泊
は
と
て

も
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
今
後
の
日
台
間
の
さ
ら
な
る
交
流
の
基
盤

に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た
台
湾
青
年

か
ら
は
「
行
政
と
農
家
の
間
に
と
て
も
良
い
関
係
が
築
か
れ
て
い
て
、

連
携
の
仕
方
な
ど
は
今
後
の
台
湾
に
と
っ
て
大
き
な
参
考
に
な
っ
た
」

と
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

多くの方が受講し、タイの観光や文化について学びました。

五井家でのイベントにて。参加した皆さまとの交流も深まりました。

おしらせおしらせ
ナビナビ

お
知
ら
せ

相　
談

行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に

　
行
政
相
談
委
員
は
、「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
仙
北
市
の
行
政

相
談
委
員
は
次
の
２
人
の
方
で
、
自
宅

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
定

例
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

12
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

▼
18
日
㈭
・
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
28
日
㈰
・
桧
木
内
出
張
所

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

　
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
24
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
センタ
ー
第
2
研
修
室

●
相
談
員
／
久
島
憲
晴
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談 

▼
サ

ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重
債

務
の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・
個
人

事
業
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高
齢
者
・

障
が
い
者
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
交

通
事
故
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
子
ど

も
に
関
す
る
ご
相
談

●�

申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電

話
で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
先
着
４
人
。
1
人

30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～
14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40

分
～
15
時
10
分 

④
15
時
15
分
～
15
時

45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

12
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　

事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と
し
て

心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を
く
だ
さ

い
。
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼�

10
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー

▼
11
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
支
所

▼
15
日
㈪ 

10
時
～
12
時
・
西
木
支
所

▼�

17
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー 

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会

▼
角
館
支
所 

☎
52ｰ

１
６
２
４ 

▼
田
沢
湖
支
所 

☎
43ｰ

１
３
６
８

▼
西
木
支
所 

☎
48ｰ

２
９
４
０

令
和
7
年
度
第
12
回

お
薬
相
談
会

　

今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、

ご
家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と

な
ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

家
に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参

し
た
場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど

お
薬
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の

り
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
23
日
㈫ 

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店  

☎
43ｰ

９
１
８
９

国
が
設
置
し
た
無
料
の
経
営
相
談
所

「
秋
田
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

　

原
材
料
高
騰
や
人
件
費
増
加
に
悩

む
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ
。
秋
田
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、
経
営
改
善
・

資
金
繰
り
・
販
路
開
拓
な
ど
幅
広
い
課

題
に
専
門
家
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
／
中
小
企
業
の
経
営
者
や
創

業
予
定
者

●�

日
時
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

場
所
／
秋
田
市
な
ど
県
内
６
か
所
・

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

●�

申
込
み
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

５
６
０
５

蛍
光
灯
の
製
造
・
輸
出
入
が

終
了
し
ま
す

　

環
境
省
、
経
済
産
業
省
の
方
針
に

よ
り
、
一
般
照
明
用
の
蛍
光
ラ
ン
プ

（
蛍
光
灯
）は
、2
0
2
5
年
末
を
も
っ

て
製
造
・
輸
出
入
が
終
了
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
の

規
制
強
化
に
伴
う
も
の
で
、
環
境
保

護
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。

　
今
後
、
蛍
光
灯
の
入
手
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
L
E
D

照
明
へ
の
切
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
L
E
D
照
明
に
交
換
す
る

際
は
、
器
具
の
互
換
性
や
安
全
性
に

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
誤
っ
た
交

換
に
よ
り
、
発
煙
や
発
火
な
ど
の
事

故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
経
済
産
業
省
の
特
設

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
設
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
→

JR
東
日
本
秋
田
支
社

冬
期
に
お
け
る
踏
切
事
故
防
止
と

踏
切
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

冬
期
は
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
り
ス

リ
ッ
プ
し
、
踏
切
上
で
停
止
ま
た
は
脱

輪
し
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
踏
切
前
で
は
一
旦
停
止
し
、
左
右
の

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
横
断
し
て
く
だ

さ
い
。

 

田
沢
湖
線
通
行
止
め
予
定 

▼�

三
之
丞
踏
切
（
仙
北
市
田
沢
湖
卒

田
字
街
道
南
15ｰ

３
）

▼�

期
間
／
12
月
6
日
～
3
月
31
日

●�

問
合
せ
／
信
号
通
信
指
令
室

☎
０
１
２
０ｰ

４
０
１ｰ

６
２
５

無
料
人
権
・
困
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
特
設
相
談
所

　
悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。
1
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
４
日
㈭ 

10
時
～
15
時

●�

場
所
／
▼
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
１
階
会
議

室
▼
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
1
階

婦
人
研
修
室

●
人
権
擁
護
委
員
／

【
角
館
地
区
】

▼
黒
澤
福
子
（
山
谷
川
崎
）

▼
茂
木
一
代
（
小
勝
田
）

▼
千
葉
悟
見
（
薗
田
）�

【
田
沢
湖
地
区
】

▼
田
口
陽
三
（
生
保
内
）

▼
田
口
和
典
（
生
保
内
）

▼
伊
藤
政
和
（
神
代
）�

【
西
木
地
区
】

▼
伊
藤
一
智
（
西
明
寺
）

▼
浅
利
浩
子
（
桧
木
内
）

●�

問
合
せ
／

▼
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
１
０
０

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０ｰ

０
０
３ｰ

１
１
０

▼
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０ｰ

０
０
７ｰ

１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０ｰ

０
７
０ｰ

８
１
０

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り
合
い
な

が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と
子
の
悩
み

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
連
絡
不
要
）

●�

日
時
／
12
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬

  

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店（
角
館
町
竹
原
町
）

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�

問
合
せ
／

▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

▼
伊
藤
☎
０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１

▼
千
葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）
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3636

年
金
委
員
制
度
の
ご
案
内

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
公
的
年
金

制
度
と
国
民
の
皆
さ
ま
と
の
橋
渡
し

役
を
担
っ
て
い
た
だ
く
、
年
金
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
年
金
委
員
に
は
こ
ん
な
方
た
ち
に
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
】

▼
年
金
事
務
経
験
者
（
昔
、
会
社
の
年

金
担
当
者
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
）
▼
社

会
保
険
労
務
士
▼
民
生・児
童
委
員
（
年

金
委
員
と
兼
任
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
）
▼
自
治
会
長

【
活
動
内
容
】

　
「
自
治
会
や
町
内
会
・
各
種
施
設
へ

の
公
的
年
金
関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

付
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
」「
近
隣
の
皆
さ

ま
へ
の
各
種
手
続
き
の
際
の
年
金
事
務

所
の
ご
案
内
」
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※�

活
動
に
係
る
経
費
は
日
本
年
金
機
構
が

全
額
負
担

※�

年
金
制
度
改
正
な
ど
の
研
修
会
や
地
域

年
金
委
員
連
絡
会
に
無
料
で
参
加

　
公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
広
く
国
民

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
大
曲
年
金
事
務
所
総
務
課 

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６

冬
期
間
の
水
難
事
故
防
止
に 

つ
い
て

　

当
土
地
改
良
区
で
は
冬
期
間
も
通

水
し
て
お
り
、
消
雪
・
流
雪
な
ど
の

地
域
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

水
路
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
降
雪

に
伴
い
水
路
幅
が
わ
か
り
に
く
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
積
雪
や
凍
結
な
ど

に
よ
り
道
路
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
水
路
近
く
を
通
行
す
る
際

は
十
分
注
意
し
、
危
険
箇
所
に
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
仙
北
平
野
土
地

改
良
区 

管
理
課

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

０
１
８
０

秋
田
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
秋
田
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
令
和
8
年
3
月
31
日
か
ら
最
低
賃
金

が
改
定
さ
れ
、時
間
額
「
１
０
３
１
円
」

と
な
り
ま
す
。

　
秋
田
県
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
県
内
の
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
労
使
合
意

の
う
え
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と

は
、
最
低
賃
金
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
秋
田
労
働
局
賃
金
室
（
☎

０
１
８ｰ

８
８
３ｰ

４
２
６
６
）
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
ご
照

会
く
だ
さ
い
。

②
業
務
改
善
助
成
金
の
拡
充
に
つ
い
て

　
9
月
5
日
か
ら
、
事
業
場
内
で
最
も

低
い
賃
金
を
引
き
上
げ
、
設
備
投
資
な

ど
を
行
っ
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
な
ど
に
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

「
業
務
改
善
助
成
金
」
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
業
務
改
善
助
成
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０ｰ

３
６
６

ｰ
４
４
０
）
ま
た
は
秋
田
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
（
☎
０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

６
６
８
４
）
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
10
月
受
付
分　
敬
称
略

�

▼
武
藤
和
夫
（
桧
木
内
松
葉
）

▼
田
代
恵
子
（
桧
木
内
松
葉
）

▼
門
脇
博
基
（
桧
木
内
菅
谷
）

▼
秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
（
三
種
町
）

▼
橋
本
典
子
（
桧
木
内
高
屋
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

仲
間
作
り
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
元

気
な
方
々
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
短
時
間
の
仕
事
や
あ
る
程
度
継
続

的
な
仕
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の

お
仕
事
が
あ
る
ほ
か
、
今
後
は
同
じ
趣

味
を
持
つ
会
員
の
方
々
に
よ
る
同
好
会

な
ど
の
組
織
作
り
も
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、「
障
子
張
り
・
ふ
す
ま
張
り
・

網
戸
の
張
替
え
」
や
「
市
の
広
報
配

布
」
な
ど
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
説
明
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

ebc.sjc.ne.jp/
kitasen/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
今
後
の
説
明
会
日
程
】
▼
12
月
22
日

㈪ 

▼
1
月
20
日
㈫ 

▼
3
月
23
日
㈪

●�

申
込
・
問
合
せ
／
（
公
社
）仙
北
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
55ｰ

１
６
４
６

感
染
症
対
策
を
万
全
に

　

気
温
の
低
下
や
暖
房
の
使
用
に
よ

り
、
空
気
が
乾
燥
す
る
時
期
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
感
染
症
が
流
行
し
ま
す
。
秋
田
県
で

も
昨
年
12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て

感
染
者
数
が
急
増
し
、
警
報
レ
ベ
ル
に

な
り
ま
し
た
。
冬
休
み
や
年
末
年
始
な

ど
の
人
混
み
が
多
く
な
る
時
期
は
特
に

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
で
す

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
日
本
人
が
被
害
者
で
あ

る
拉
致
容
疑
事
案
12
件（
被
害
者
17
人
）

お
よ
び
朝
鮮
籍
の
姉
弟
が
日
本
国
内
か

ら
拉
致
さ
れ
た
事
案
1
件
（
被
害
者
2

人
）
の
合
計
13
件
（
被
害
者
19
人
）
を

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
と
判
断

し
て
い
る
ほ
か
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
行
方
不
明

事
案
を
認
知
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
す
べ
て
の
拉
致
容
疑
事

案
な
ど
の
全
容
解
明
に
向
け
て
関
連

情
報
の
収
集
、
捜
査
・
調
査
に
全
力
を

挙
げ
て
い
ま
す
の
で
、
拉
致
容
疑
事
案

に
つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
秋

田
県
警
察
本
部
（
☎
０
１
８ｰ

８
６
３ｰ

１
１
１
１
）
ま
た
は
仙
北
警
察
署
（
☎

53ｰ

２
１
１
１
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

注
意
が
必
要
で
す
。
今
一
度
感
染
症

対
策
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 

感
染
症
対
策
実
例 

▼
石
け
ん
を
使
用
し
た
手
洗
い
う
が
い

▼
マ
ス
ク
の
着
用

▼
適
度
な
換
気

▼
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
た
湿
度
管
理

▼
適
度
な
消
毒

 

感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら 

　

感
染
し
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら

医
療
機
関
に
相
談
し
病
院
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
体
を
し
っ
か
り
と
休
め
、
ほ

か
の
人
に
移
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
角
館
消
防
署

☎
54ｰ

２
３
０
２

介
護
の
お
仕
事
復
職　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
も
う
一
度
介
護
の
仕
事
を
し
た
い
け

れ
ど
、
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
不
安
な
方
、

介
護
の
資
格
が
あ
り
、
介
護
職
へ
の
就

職
を
考
え
て
い
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

介
護
業
界
の
現
状
や
介
護
技
術
を
学
び

直
す
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
介
護
職
へ
の

復
職
や
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

●�

対
象
者
／
▼
介
護
職
へ
の
復
職
を
考

え
て
い
る
方
▼
介
護
に
関
す
る
資
格

が
あ
り
、
介
護
職
へ
の
就
労
を
考
え

て
い
る
方
▼
介
護
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
学
び
た
い
方

●
日
時
／
12
月
17
日
㈬ 

13
時
～
16
時

●
場
所
／
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
7
階

●
定
員
／
20
人
程
度（
最
小
開
催
５
人
）

●
参
加
費
／
無
料

●�
申
込
／
参
加
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
に

て
開
催
の
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
８ｰ

８
６
４ｰ

３
１
６
１

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
→

おしらせおしらせ
ナビナビ
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年末調整・確定申告時の
介護保険料（社会保険料）控除について
　1 月から 12 月までに納付した介護保険料は、
年末調整や確定申告において社会保険料控除の
対象になります。
●申告に証明書などの添付は不要です。
●年末調整の場合は、該当する年の 1 月から 12
月の納付済額・納付予定額をご自身で合計し、申
告してください。（次を参照）

 ① 年金天引き（特別徴収）で納めている方 
　翌年の1月中に年金保険者（日本年金機構など）
から送付される「公的年金等の源泉徴収票」にて
ご確認ください。
　遺族年金または障害年金から年金天引きで納
めている方には、日本年金機構などから「公的年
金等の源泉徴収票」は送付されませんので、お持
ちの「介護保険料額決定通知書」などを参考に、
各偶数月に支給された年金から引かれている介
護保険料の合計額を算出してください。

介護保険事務所からのお知らせ
check!

 ② 納付書（普通徴収）で納めている方 
　納付した年ごとの合計額になります。お手元の
領収書の日付を確認し、該当する 1 年間に納付
した分の合計額を算出してください。
 ③ 口座振替（普通徴収）で納めている方 
　口座振替をしている預金通帳（1 月 1 日から
12 月 31 日までに引き落としされているもの）
を確認の上、合計額を算出してください。
 ④ その他（納付証明書の交付を希望する場合） 
　領収書を紛失した場合や年末調整の際に勤務
先などから納付済額を確認できる書類を求めら
れた場合などは、1 年間の介護保険料の納付済額
を記載した「介護保険料納付証明書」を発行しま
すので、介護保険事務所へお問い合わせください。

介護保険事務所のホームページ「OS 介護
ネ ッ ト ｣（URL：https://www.oskaigonet.
or.jp/）の「介護保険料 Q&A」にも、上記の
ほか介護保険料に関するさまざまな情報を掲
載しています。
●問合せ／介護保険事務所
　保険給付班☎ 0187-86-3911

ー介護保険に関するよくある質問ー

イ
ベ
ン
ト

「
手
話
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

　

あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な
ど
、
簡
単
な
手

話
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
要
予
約
）

●�

日
時
／
12
月
13
日
㈯ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
仙
北
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

（
大
仙
保
健
所
） 

２
階
会
議
室
（
大
仙
市
大

曲
上
栄
町
13ｰ

62
）

●
定
員
／
先
着
15
人

●
参
加
料
／
無
料

●�

申
込
／
仙
北
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

３
４
０
３

ク
リ
ス
マ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催
！

〜
今
年
の
も
や
も
や
を
吹
き
飛
ば
そ
う
〜

　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

　
ダ
ン
ス
や
簡
単
な
筋
ト
レ
で
心
も
体
も
ス
ッ
キ

リ
。
最
後
は
プ
ロ
テ
イ
ン
で
乾
杯
！
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。
笑
顔
で
今
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
！

●
日
時
／
12
月
10
日
㈬ 

14
時
～
15
時

●�

場
所
／
中
央
公
民
館
（
西
木
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
）
農
林
研
修
室

●
対
象
／
一
般
（
初
心
者
歓
迎
）

●
参
加
費
／
２
千
円

角
館
中
学
校
卒
業
生
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
　
お
祓
い
し
ま
せ
ん
か

33
歳
厄
払
い

●�

日
時
／
令
和
8
年
2
月
１
日
㈰ 

11
時
か
ら  

（
10
時
か
ら
受
付
）

●�

参
加
料
／
７
千
円
（
祈
祷
料
３
千
円
、
奉
納
品

な
ど
４
千
円
）
※
振
込
手
数
料
は
別
途
負
担

●�

場
所
／
角
館
神
明
社

●�

申
込
期
限
／
12
月
20
日
㈯

●�

問
合
せ
／
33
歳
厄
払
い
実
行
委
員
会
代
表

　
山
本
翔
人

☎
０
８
０ｰ

３
３
３
８ｰ

４
４
９
１

42
歳
厄
払
い

●�

日
時
／
令
和
8
年
2
月
１
日
㈰ 

14
時
か
ら  

（
13
時
か
ら
受
付
）

●�

参
加
料
／
７
千
円
（
祈
祷
料
３
千
円
、
奉
納
品

な
ど
４
千
円
）
※
振
込
手
数
料
は
別
途
負
担

●�

場
所
／
角
館
神
明
社

●�

申
込
期
限
／
12
月
20
日
㈯

●�

問
合
せ
／
42
歳
厄
払
い
実
行
委
員
会
代
表

　
草
別
真
誉

☎
０
８
０ｰ

１
２
９
４ｰ

９
９
８
４

●�

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
・
飲
み
物
・

タ
オ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
・
ヨ

ガ
マ
ッ
ト

●
申
込
方
法
／

①�

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
へ

②�

電
話
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す（
お

問
い
合
わ
せ
も
可
）

㈱
リ
ベ
ン
リ
秋
田 The N

ext Fitness

☎
０
５
０ｰ

３
１
５
４ｰ

１
０
０
２

●
申
込
締
切
／
12
月
7
日
㈰

お
い
し
く
健
康
づ
く
り

　

お
い
し
く
楽
し
く
健
康
に
、
自
然
農
法
産

食
材
で
、
体
の
芯
か
ら
健
康
に
、
ぴ
ん
ぴ
ん

キ
ラ
リ
の
人
生
づ
く
り
。
食
材
は
、
安
心
・

安
全
の
無
農
薬
の
自
然
米
を
使
っ
た
米
麹
、

天
然
塩
、
天
然
水
。
一
人
ひ
と
り
の
自
然
治

癒
力
を
高
め
、
予
防
医
学
に
も
つ
な
が
る
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。（
定
員
20
人
）

●�

日
時
／
12
月
21
日
㈰ 

14
時
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

●�

受
講
料
／
８
０
０
円
（
食
材
費
な
ど
）

●
申
込
・
問
合
せ
／
菅
原
千
暁
ま
で

※
12
月
14
日
㈰
申
込
締
切

☎
０
９
０ｰ

５
２
３
８ｰ

０
４
７
６

※
持
ち
物
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

おしらせおしらせナビナビ
OSHIRASE NAVI



黒澤信子　 （88 歳・田沢字春山）

門脇隆文　 （84 歳・生保内字堂ノ前）

藤原三郎　 （85 歳・生保内字十里木）

藤峰ナヲ子 （92 歳・生保内字武蔵野）

田口智惠子 （84 歳・生保内字武蔵野）

石川豊吉　 （94 歳・生保内字野中）

田村タミヱ （98 歳・生保内字四十程）

田村のり子 （71 歳・刺巻字明平）

藤村宣子 　（85 歳・岡崎字田中）

大石ミヨ子 （88 歳・梅沢字森腰）

髙橋隆子　 （59 歳・卒田字白籏）

細川コウ　 （92 歳・卒田字中野）

伊藤静子　 （84 歳・上菅沢）

小林安次　　 （89 歳・水ノ目沢）

芳賀キヌ子　 （80 歳・岩瀬下夕野）

野村キミ　　 （100 歳・小館）

鈴木ヤス　　 （94 歳・川原町）

金子正義　　 （90 歳・西勝楽町）

田口信　　　 （83 歳・山谷川崎雫田）

能美ミサ子　 （97 歳・小勝田松ヶ崎）

星宮忠清　　 （86 歳・小勝田中川原）

畠山修一　　 （77 歳・西長野中泊）

山形政太郎　 （79 歳・下延竹市）

菅龍孝　　　 （88 歳・薗田板井村）

田中弘　　　 （82 歳・上桧木内字宮田）

門脇正男　　 （78 歳・桧木内字除野）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

41 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和7年11月1日現在）

出生
8 人 29 人

死亡 転入 転出
24人

人口 22,417 人
（－ 28）　

男  10,390 人 （－   7）
女  12,027 人 （－ 21）

世帯数 10,203 世帯 （－ 10）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から
――1010月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,393人
角　館 10,425 人
西　木   3,599人

藤田朔
さ く

玖 （新旺・生保内字上堂田）

高橋美
み こ と

瑚音 （怜史・上菅沢）

木藤公
こうへい

平 （正彦・岩瀬）

辻󠄀 路
ろ あ

碧（拓海・小勝田間野）

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

橋本健次郎　 （97 歳・桧木内字松葉）

糸井晃　　　 （89 歳・西明寺字梨子木台）

佐藤リサ　　 （78 歳・門屋字漆原）

伊藤直子　　 （87 歳・上荒井字上橋元）

伊藤清藏　　 （96 歳・上荒井字上橋元）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

12/ 1      ～1/         1  仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

２
３ ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00 ～ 15:30）

４
●無料人権・困りごと特設相談所（田沢湖総合開発センター、角館庁舎、
西木総合開発センター10:00 ～ 15:00）
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00）

５
６ ●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 

　  7    ●寒天料理教室（就業改善センター 10:00 ～ 14:00)
休日歯科  城南堂歯科医院 ( 角館町・☎ 0187-54-3678)

８ ●認知症サポーターステップアップ講座（角館庁舎２階 201・202
会議室 13:30 ～ 15:00）

９

１０

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）
●クリスマストレーニング（中央公民館 14:00 ～ 15:00）
●学校適正配置市民意見交換会（西木総合開発センター 18:30～）

●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）

１１ ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館支所13:00 ～ 15:00）

１２ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30）

１３ ●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～ ）

１４ 休日歯科  大曲歯科クリニック ( 大仙市和合・☎ 0187-88-8119)

１５
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木支所 10:00 ～ 12:00）

●学校適正配置市民意見交換会（就業改善センター 18:30～）
●包和花カフェ（ワンダーモール休憩スペース 10:00 ～ 12:00）

１６
●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（下延コミュニティーセンター 14:00 ～ 16:00）

P19

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
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１７

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）
●学校適正配置市民意見交換会（角館交流センター 18:30～）
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●オレンジカフェ（白岩コミュニティセンター 14:00 ～ 16:00）
●山野草の寄せ植え教室（西木総合開発センター 13:30～15:30）
●んみゃもの料理教室（田沢湖健康増進センター 10:00～12:00）
●あつまれ！0 歳児！！（さくラッコ 10:00 ～ 12:00）

１８
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）
●学校適正配置市民意見交換会（桧木内公民館 18:30～）

献　血  
仙北市役所角館庁舎（10:00～11:30）、JA 秋田おばこ角館総合支店（13:15
～14:00）、市立角館総合病院（15:00～16:00）

１９
２０ ●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～）

２１
●おいしく健康づくり（就業改善センター 14:00 ～ 15:30）
休日歯科  髙橋ひろし歯科医院 ( 大仙市大曲田町・☎ 0187-63-

1230)

２２
●シルバー人材センター仲間作り説明会
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

２３
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）
●学校適正配置市民意見交換会（田沢湖総合開発センター 18:30～）

２４
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）

２５
２６ ●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30）

２７
●オレンジカフェ（さわやか桜館 1 階ホール 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（グループホーム花みづき 3号館地域交流室 14:00 
～ 16:00）

２８ ●行政相談所開設日（桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）
休日歯科  畠山歯科医院 ( 大仙市南外・☎ 0187-74-3115)

２９
３０
3１ 休日歯科  岩田歯科医院(大仙市四ツ屋・☎0187-62-8264)
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No.399No.399

20252025

月 1212木

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00 ～ 12:00）休日歯科

月

火

水

木

金

土

土

日

日

月

火

水

月

火

水木

KJ　去年の年末に御利
益で知られる神社を巡っ
たら、たしかに良い１年
になった気がします。な

のでお礼参りは外せませんし、来年
のお願いもしておきたいと思いま
す。さらに今気になっている神社が
あり、行き先は増える一方です。し
かしそこは御利益のため。納得して
年越しをするために神社を巡り切り
たいと思います。

広報担当者の
広報担当者の

つつ
ややきき

ぶぶ

MI　広報せんぼくが来
月で 400 号となります！
さらに、新春号でもあり
ます。一読者だった時に

は、まさか自分が広報を作成する
立場になるとは思ってもいませんで
した。記念すべき 400 号、どのよ
うな表紙にしようかと今から考えて
います。いいアイディアがありまし
たらご助言ください。

KT　ついに仙北市にも
雪が降り、本格的に冬を
感じました。火事には気
をつけながら、こたつで

今年の冬も体調を崩すことなく乗り
切りたいと思っています。たまには
こたつで一日過ごす日もいいかもし
れませんが、仙北市には冬のイベ
ントもたくさんあるので、ウィン
タースポーツなどにも挑戦し、ぜひ
一緒に楽しい冬にしましょう！

金

土

木

金

日

月

火

水

土

日

月

火

水

P22

P19

P21

P35

P35

P25

P18

P35

P35

P35

P19

P21

P35

P18

P37

P21

P19

P24

P35

P18

P25

P35

P37

P36

P19

P18

P35

P19

P21

P35

木

金

P24

P19

年末年始の医療機関の診療予定
　年末年始の医療機関の診療情報は、下の二次
元コードからご確認ください。
●問合せ / 一般社団法人 大曲仙北医師会
　TEL：080-2841-9688

詳しくはこちら→

P19

P19

P35

P22

P25

P19

P18

P19

P21

木

毎週土曜

P24

P22 ～19日まで

角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888
　 8:30～21:30

 日帰り休憩プラン　ご予約は 4 名様より
特製弁当　3,900 円／特撰会席　4,900 円／旬彩御膳　5,900 円
ご入浴＋お食事＋ご休憩付き

 忘年会・新年会受付中 !　11月10日～令和8年2月28日
日帰りプラン　※ご予約は 2 名様より
花コース　5,000 円／葉コース　6,000 円／館コース　8,000 円
忘年会・新年会プランをご利用の方は、1泊朝食付 7,000 円でお泊り
いただけます。

 年越しオードブル ご予約受付中（12/25 締切） 
12,000 円（特典付き・限定 50 セット）
※�毎週火曜日、定期風呂清掃（9:00 ～ 14:00）のため、14 時から通

常営業いたします。
※12 月10 日は休館日です。
　ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

花 葉館
 「おせち・オードブル・焼キンキン」 ご予約受付中
おせち二段重・オードブル 各 12,000 円 / 焼キンキン 6,000 円
予約期限：12 月 20 日㈯ ※限定数になり次第締切
お渡し日：12 月 31 日㈬

 年末年始の営業時間のお知らせ
日帰り入浴
12 月 31 日㈬ 6:00 ～ 18:00
1 月 1 日（木・祝）～ 1 月 3 日㈯ 9:00 ～ 21:00
(最終受付は閉館の 1 時間前）
※プール、レストランの営業時間はホームページなどでご確認くだ
さい。

 「お年玉企画」　1月1日（木・祝）～1月3日㈯　9:00 ～ 21:00
今年もクリオン入湯回数券のお買い得販売をします！
 ※12 月のメンテナンス休館日はありません。
※�最新情報はクリオン公式 sns(X) またはホームページでもご確

認できます。
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